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造林地のとどまっの凍害に闘する研究
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緒雷

とどまっは北海道の重要な治林樹積でるるが，市llfi1に沿いて凍害危うけやすいばかり

でなく，治林地に布直裁してからも凍害をうけやすいU.生育が思わしくたかったり，また

いくら赦えでも枯れて了う場合がある。

別にとどまつだけに限ったととではないが.;.孟林地のlJti容は，一般によくJ1R僻されて

いると言われない。生育がめるい直接の原因は凍容であるにも拘わらや，紫げれば傘げる

ととができる立地の忠俊件や，凍害の後にあらbれ勝ちお晶容や菌容などに直接の原因

があるかのよう読解されているととも少くない{なでるる。

i符"jf'は北大苫小牧演習林の凍害地について，晩端季の低気温を親ilI~しその結果を公刊

したが， 同時に，その凍害地に造林したとどまっの生育と被害欣況についても， 調翌年.と

ぷ験を行った。 とれによって，浩林地のとどまっの凍害の賞態を一般;明らかにするとと

がIH来たと思うので，との稿を草する共第である。 とれによって北樹立のとどまっ造林

tc.幾分でも貢献するととができれば幸いで・ある。

との研究は服部報公合とr-t本t製術振興併の援lI)J.ヲ|続き文部符科患研究貨をうけた著

者の森林の徴主主候に闘する研究の一部分でるる。

務究の動機と鰹過

北大の苫小牧演押;ft;は比較的寒冷なととろで，前|桶!の凍害がいつも問題にたっている.

昭和113年の春，治林のためとどまっの成苗を槍持.したととろ， 山出し可能の市は 3158

本のうち約30%の 950本にすぎなかったととがある。 しかしそれも大部分は凍害のため

複梢になって沿り，杭えるまえに楠頭の小枝を油賞に抑3iiし友ければたらない布掠であっ

た。とのように背水のほとんど総てが可なりいちじるしい凍守にかかっているのを知って

驚いたが. /i;j年の6月1811 になって， 主?なヒ ~\'ilj、牧演初uの山の神事業回の一部にひど
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い晩箱・があり，新緋:地のとどまっ約 12~本が大きい被害をうけ，他にやや古い浩林地の

どいったうひなどの分もあわせ，合計約241同本の厳栽木に大IJ、の被害があった九

著者・はとれらを動機として浩林地の凍害問題の研究を思いたち， 13年の夏，北j艇庄内

の各北大演習守林と首時の梓太演符林をめぐり，造材ぬtの凍容について厩念をえ， 翌14年

の411，札幌にちかいr'l;小牧演習林のなかに典型的な凍害地を見出し，有直裁した了古本に現

に凍害をるたえている地表附近の低気温の観測， それと同じ場所のとどまっのiJ反省の賞

態調査主及び凍害に闘する試験を賞施した。

との研究に放も力をつくしたのは昭和 14年のぶから1i年の存にいたる浦3年間で，

重要な季節にはE則tに滞在し，またその前後の敷遡はほとんど毎週一両日づっ現地に行っ

て親iU~と観祭にるたり，できるだけ事態を正しくつかむように努力した。

その後はにbかに戦Mがきびしくなり，やがて，'1;IJ、牧演習林は北海道防衛の一基地と

たって， 昭和 19年には式験地の一部が軍JUに伐採され， 研究もひとまや打切らなければ

ならない有掠となった。

終戦後もしばらくそのままであったが， 昭和26年の手話， 研究のはじめに凍等地に~..t

験のため被えたとどまっ tYiの成育と被!t;を調夜したので， 前後の結果とをあわせてとの

稿をまとめるととにした。

都究の場所

研究者Z賞施した場所は，北太町小牧演初林幌内事業l盛t(';21 ;f:.~班である。 ととは箸1fー

が附和 2:~ 年に公刊した「晩霜季にj;;ける林地の低気温l) の研究を賞施した場所で，国が

海抜4i.2mの火山次の』主の北斜耐にあたり， 問題にたった械の部分は， ととを横切って

いる;f:.t-道づたいに，ぷの当どけ水が火山;伎を運んで峨杭させるため浅く康い[11]地となり，

そとに夜の寒冷たj震い2主主式が停帯して非常にはっきりした地形的凍害地となっため。(圃1)

ととはとどまっとどいったうひを昭和2年5月に縦えた所である。蛍時は雑木林を

背伐して前生樹をとほとんど越さなかった。ととろがJ主の斜而の高みに紘えたどいったうひ

はほとんE無害であったのにベ その‘ドの丘の概約 4haに砂:えたとどまっの一部に凍害

1) 北海道東官官の寒冷寡雪な高幸子鳳轡林警部内の山火跡地等ZωOhaの造林の結果，針葉樹の成績不

廷の主因は晩賓客で.ことにとどまっの改績は 87%が晩寝害に基闘した。 佐々 木準長， s路子鳳に於け

る臨時遺林事業に獄いて.昭和'l!l.fJ'-， 62頁.

2) 北海道大患農接官官官夜空軍林研究報告.14!fe， 1務，IIs利23.fJ'-.

3) このような地形に低袋iAがるらわれ凍害地になるということは，たとえばつぎの書にもみられ，

なお多〈の研究報告がある。 M.WOEIJ.l.E， Waldbau und Forstmeterologie. Neudamm und Berlin 

1936， S.16. 

4) どいったうひも本来は西宮警によわい樹報で，欧州では Tanne，Bucheなどと共に，最も弱いと

されている。
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があらわれ，昭和7年の泰までに 3割の楠被をしたあげし部分的に成林の見込みを失っ

たが，そのまま放置していたものである。

とのとどまっ治林地の東側に，大11::6年続裁のでうせんからまっ林があり，とれは

• 9 

回 1 羽匝書地の地形・被害状m見取闘
I とrまつ激害地 口調査地底

E グ 接客地 O 試験植主主治
E グ 中害地 . ・録湿.観測量h
W グ 徴害地

511 

5a 
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既に成林していた。またとのからまっ林ととどまっ治材d也の聞に，なら等を柏:えて雑木

林に掛ったくさび形の帯紙地があった。 とのこつの森林一ーととにからまっ林はとどま

っの生育に大きい影響を沿よぼしていた。

とどまっ浩林地の西側は，ストロープ松の古いi吉村JtI!とからまっ林で，どちらも成

林していたが，とどまっの生育にはほとんど閥係がなく，またlli村地の北側に，やちだも

を揃えた叢林献の茂みがるって，とれはもっと北に流れようとする寒冷な草い安気の流れ

をさえぎり，霜孔の形成を助長しているようでるった。

昭和 14年とろの欣態は，治林ののち 12年以上絞過していたが， i植木Mの崩.芽樹が同

部的に散生していたほか， 低所は， 1手元二け lmlまEのほざさしもつけを主とする雑草を

もって全両的に榎われている有椋であった。従って夜の放熱がさかんで，低所・に停滞する

寒冷な盛会式のイ{害作用は，造林首初の昭和2年から，萌芽がまだ繁茂するにいたらなかっ

た昭和 18年頃まで，場所によっては引続き激しく働いていたのでるる。

前記東側のからまっ林は，家mのため昭和 19年に伐保され，跡地はしばらく耕作に
川いられていた。

都兜の方法

との火Lll次のJi:の斜面のとどまっ浩林地は，;Jt師会と隣接林(前記のてうせんからまっ

林と雑木林)の影響を大きくうけ，iJ!i容の欣況が，場所によって相常ちがっているととが

注意をひいたので，とりあえや約2()()m x 250 m を医剖して7KifilllJJ設と地形測量を賞施し

また隣接林の位置などをたしかめた。

凍害の直接の原因は，との法林地にあらわれる低気温であると忠われたから，通常な

地里占合計 16的.所に観測黙をともうけ， 最低寒暖計-によって晩霜季を主とする毎日の低気温

を親測した。凍容は造林地に厳栽したはじめの数年間に特にいちじるしいととが祭せられ

たので，地表附近一一主とLて地1二O.25mの故低某il;iをはかった。 前記のと~り，との

ととに闘しては岐に一部を公表している。

またとの造林地がいちヒるしい凍害地であるととは，様々な徴候からみて間温いない

と信じていたが，たしかにち145等地で・あるというととを確かめ，また凍得そのものの経過を

くわしく知るためには，低気温と被害の欣況をいろいろな角度から照しあわぜてみる必要

があり， とれについては向ういるだけ念をいれて観察した。

また凍害の賞態については，地形測量:ののち，調IJ貼から測駄をたどbながら日測によ

る被害度の匝~J紘を求めたほか(圃1)， 低気温の槻測黙のうち，主要な 7筒所を闘む調二住

地i盛をもうけ， それぞれの匝域のなかのとどまっの生育と凍害の欣態を毎木に調子tし，

またJ束手干を綬和する効果がいちじるしかった東側のu縁附近でも，ゐt;.ヒょうた毎木調夜
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を行った。

また低気温の翻.illl照占の附近10筒所に， ;*~I与をとうけていない健全なとどまっ前を植え，

低気池をはかりながら凍害のM¥態を観察した。

とれらの観測・調夜・視察などは，長期間繰返して研究内脊の充貨をはかるつもりで

あったが，数年にして戦争のため訂切らねばならたくなり，戦後ふたたび繰返そうとした

ときには，往年の重要な標杭などがうしなわれ，始めの計寮と必り賞施できたかったとと

は碕念であった。 しかしー総結果は出ているので， との稿をまとめるととにしたのでる

る。

事書の痕跡

凍容をうけたとどまっは，その痕跡をのとしている九ある痕跡はまもなく不明瞭に

なるけれども，数年または l'敢年，あるいはそれ以上ものとる痕跡がある。従ってとのと

とを知っていれば，í*~守の判定に役立つはやである。またとのととは，本稿の全体と符i接

伝閥係があるので，一肱先に取抜うとととする。痕跡の七なものは弐のと沿りである。

1. 膨らみかけて濠死した穿がある ζと

多左越すきら芽のM態で，芳三だけ凍死しているととはほとんどないが，膨らみはじめる

と，問葉に先だってしばしば凍死する。それは附く if(なりあっていた芥鱗がわやかに綬ん

だ欣態で起札凍死したのちは間もなく萎献し，死んだことが見ただけでわかるようにな

る。側芽の場合は，そのすべてが同時に凍死するとはかき・らや，また，生き建ったものは

それだけが護芽する。凍死した芽はくさりやすく形も小さいから，秋までにはその痕跡も

洞えてしまうととがしばしばで，また，あとから費生した不定芽のために，ー唐わからた

くたるとともしばしばである。(-*守地のととまつには，とのように膨らみかけて凍死す

る芽が，非常にたくさんるるものである。とれだけでも凍符をうけているととがbかるの

だが， ，:来客と筑がつかなければ，凍死して〈さった芽は，議努をうけたようにみえるので

よく開港われる。新織のとろ抗意して視察すれば，との凍死の欣態を'，1:しくつかむととが

できる告:である。

2. 錠びかけて凍死した芽があること

前の場合は，膨らんでもまだ聞かない芽が凍死した場合だが，との場合は，綻びた芽

の;伏態で凍死している場合である。前の場合はほとんE目立たないが，との場合はかなり

日立ってくる。晩紛季の有守主主低気温は連日あらbれるものではなしその比較的ゆるや

かな合聞に開葉はさまざまな程度に進行する。そとに有害なf足ー温があらわれると，綻びか

1) W. Sc:II¥'m:u .. '1は Tanne，Fichteその他の凍害の痕跡，凍傷木の月七，I'f経過なrをよ〈観終してい

る。Bei仕品質ezum Kapitel Spatfrost. Schwe・z.Zeitschr. Forstw. 1920， S. 329-344. .本績の凍害は

いわゆる晩寝~.!F，すなわち娩宥季の依然i恩にもとづ〈被害を主として意.味する。
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けた芽は，芽隣の!切に新薬をわやかにのぞかせているものから 1-2cmもや11ぴ芽鱗を脱

落するにいたったものまで，さまざまなiIJ~態で凍死し， 凍帯地のとどまつには，それら

が無数に附清しているのがみられる。圃4(幻は全長幼cmの梢頭部であるが，前記の膨ら

んだまま凍死した芽と，との綻びて凍死した:芹がるわせて 65も附着していたι 圃3はま

た，全長56cmの梢頭部で，とれは 54の凍死した芽を持っていた。

綻びたとどまっの若葉は低温に感じやすく，凍害をうけると紅になり， まもなく濃

い制色に健り，ほとんど枯れたままの委で1年くらい，時には2_3年またはそれ以上も，

梢端なEに附清したま土建っている。従って抗意すればいつでも直ちに見出すことができ

る。枯れた若葉がくさって耽落し穿の基部に小さい陥泌をつくっているとともある。

3. 針葉が紅鍵L脱糞すること

以上は晩霜季の凍容だが，秋にはいって 1，1.舗の容をうけた育ち沿くれのft葉，また晩
秋からさらにかけてあらわれる激しい低温の与与をうけた針葉も紅に轡色する。それは被害の

程度によって，葉の先端など一部分の錆色に11:っているとともあるし棄の全体に及んで

いるとともある。主?なヒ側体でも，校僚によって必やしも沿なヒではない。との紅費した

針葉は，イ訴の荒葉のように濃い綿色にかわるととなく，次第に色があせ，被害の粍度がい

ちヒるしければ遂に肱葉する。したがって耽嘆しているものが多いととろは， とのiA;容の
激しいととろである。冬芽は保護されているから，ま十葉は紅坐しでも，翌イドJ来客をうけな

ければ護芽するが，肱葉が多ければ，樹休が衰弱するから健全な生育はFさまれない。しか

もとのような秋の低温の被容がいちじるしい所は，晩'均・季のイ訴の被脅もいちじるしいのが

常であって， >(~秋二季の凍害のため，被害は促進されていると見るととが出来る。

4. 複摘が形成されること

凍与与をうけたとどまっは復梢になりすい。 したがって複柿本の多いととろは，現に

iA符をう'けつつあるか，または以前に凍守与をうけたととを示している。激しい凍符地では，

被梢になる前に凍死するものがたくさん現われる。しかし柄頭部の凍容を緑返しながら，

しかも生作を観けるととができれば被桁が形成される。

複梢の最も極端な場合は，樹冠がfきのようにむらがる場合でるる。軸梢の頂*"が凍死

すると，有勢君主側芽のどれかが起き上るか，または軸梢の不5ii芽がf中長・して新らしい軸梢

となる傾向はるるが，激しい凍害が年々繰返されるととろでは，との傾向は妨げられ枝が

弐第にむらがってくる。 圃2は，昭和 15年5fjに榊:えた健全な 5年生の山出荷が， 11年

ののち等航の様梓'it乙餐った昭和26年存の委で，的小fけたのち!背!もなく概梢となり，年と

ともに後維になっている。とれは一緒に柿えた(後述杭i主地 j)20本のうちただ1本の生作

本で，肱葉も英だしいから，ーそのまま・でも飴命はいくらもたい。一般に，得紋の後梢本は，

上長生長がいちじるしく損われている。 たとえば ζの阿の俊樹木は 16年生だが， 出iさは
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回 2 .降a売の砲術
...害をうけていない5年生@とどまっ箇を激

しい...客婚に植え11年経過したもの，辛うじ

て生きているが将来の望みは勿論ない。

42cm にすぎない。 とのようなものが

多〈費生するととろは激しい凍害地で，

特に凍害橡防の手段を講ヒないかぎ

り，紙えでも成林の見込みは先ゃない

と考えてよい。

二叉・三叉またはそれ以上の複楠

も，凍害地では凍害の痕跡でるり，す

でに成林して.いても，とのような複柿

が多くあれば，かつて凍害地であった

疑いがある。とれらの復梢は，互にほ

とんど同じ生育をつづけるととがあり，

またそのうちに，どれか一つ，特に優

勢になると aともるる。前持は激害地の

傾向で，後者は償害地の傾向である。

たとえいくらか育ちがたくれでも，と

の傾向のるらわれるととがのぞまし

い。 しかし 1-2mまたはそれ以上も

生長してから形成される複梢は，不良

本としての将来を檎う場合が多<.る

まり凍守容が激し〈ないととろに，かえ

ってしばしば現われている。たとえば問題の凍等地では， li:の中胆附近に相賞散在してい

る。椀付けてのち間もなく形成された複梢は，そののちの生育欣況がよければ無用のもの

は萎縮し，痕跡さえ消えてしまうととがしばしばある。

5. 軸輔の枝付舎が不登になる ζと

軸楠の頂芽が凍死すれば俊樹になりやすいが，頂芽は損われや，側主Fの→部が損めれ

れば，ととのった形に輸生するはやの校付が不整になる。故揺の場合は，側芽のすべてが

凍死するから，ただ頂芽だけ伸長し，校のない新樹が形成される。ただし後になって，側

芽のfft置またはその近くに，不定芽を費生するとともるるが，枝のない新怖は異桜に円な

つものである。

有j頭の側芽の凍死は，僚件次第で非常に多い現象であるから，軸梢の紋付きの不撃は

非常に多〈見うけられる凍害の痕跡でるる。

圃3は基部が4年生の軸梢で，最近の2年聞は，すべての側芽がつづけさまに凍死し，

頂芽だけが無事に伸長して梢頭部をつくっている例である(小枝は 1年生，不定=w-が伸長)，
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圃3 :.J匝奮のため不'隆司~I:なった制繍

基官官は 4~群生.，側要Fの凍死のため正

常な形が失・われている。
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圃 4

(8) 頂穿が濠死した紬繍 (4~群生)

(b) 凍奮のため分厳不登の小枝

3年前の;容は，ただ一つの側芽が生イム他のいくつかの側芽はみな凍死し，枝付きはとの

ように不教になった。

前記のとたり，との軸梢と側枝に，凍死してくさった芽が54も附清じていた。全長は

f>6an，中害地から探取したものである。

圃4(a)も沿主主ヒととろから探ったもので，基部はおなヒ<4年生である。とれは 3年

前に，側芳:の大部分と頂:穿が凍死し，柿頭に多くの不定芽が費生し，とれから形成された

小枝が不規則に桁生している。左斜めJ-.にのびている 1本の校は a年前に生きのとった

ただ一つの側芽が護法したもの。現J伏から判断すると，梢頑にむらがっている小枝から，

特に優勢なものは常分あらわれそうでなく ，!i.の大きい枝も，営分は斜め上に伸長するだ

けであろう。 との不整た軸楠に，凍死してくさった芽が合計65附着しているが，おとと

もに若干のあたらしい芽が萌えている。圃5も頂芽と側芽が凍死して不整になった軸梢で

ある。
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.5 凍書のため著L<不董形になった紛繍
事由E貢の1買者Fと側要Fの凍死を繰返しこのような不整

な形になった。布下の切断した綾は64cmこれよ

りiニの高さに〈らぺ異様な形である。

6. 小枝の分岐が不重であること

とどまっのほとんどすべての校

は，軸にーっと，これに註んで左右

に一つづっ，合計三つの芽を先端に

もっているが， ;，泉今等地ではとれらの

芳三も，所詑J収容をまぬがれるととが

できない。との紡果は正常な分岐を

さまたげ，校の軸の方向への仲長・が

なかったり，分岐が片落ちになった

り，または全く分岐がなかったりす

る。との~~態が年々繰返されれば，

校全体の構法が不整にたT.五常に

苛ったものとくらべ，いちじるしく

萎縮してみえる。もしも枝の構造が

不懇で，しかも凍死した芽がたくさ

ん附蔚していれば，もはや凍害とみ

てnm主いない。
圃4(b)は中害地のJ来客本から

一つの枝の先端を切断したもので，

不整な分岐の賞例である。基部は3

年生なので.2年前の者，先端の三つの芽のうち側)jの一つが凍死した。 そのため盛校は

g.落ちとなり，二つのうち一つだけ仲長・した。翌年の存は凍容がいちじるし<.との亙校

の先端の三つの芽も，また元の枝の先端の三つの芽もすべて凍死し，そのかわり不規則に

不定芽・を費生した。 とのとき.2年前に凍死した盛枝となるべき芽の跡にも不定芽を費生

している。 との校には，凍死してくさった芳三が現従10筒附着していた。 不定芳:の先端そ

の他に，あたらしい芳・がみられる。とれは採取したのち常内で膨んだものである。

1. よ長生長が損われているζ と

とれは凍害に限ったととでないが.i来客の場合，樹高官にまであらわれるととがある。

軸頭の頂芽が凍死すれば，そとに不定芽が形成され伸長したとしても，また軸頭の校のど

れかが側方から:IJ:上ったとしても.J-.長生長はさまたげられるのが常でるる。また時には

上長生長が全くないととがあるばかりでなく，激しい凍害地にしばしば見られるととは，

頂芽，側芽もろとも，軸梢そのものの上部が敷m または教1・cmも凍死するととで，結果

として樹尚は以前より減少する。;f.*J¥の俊樹を:形成するほど，連年}来客が繰i反されている
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ととろでは，ほとんど上長生長のいとまがたい。圃2の復柿本はそのよい例である。同闘

の軸梢は地J-_1.4 cmで切断しているから，樹高2m未満で・.H(裁後24年経過している。

般に，樹尚はJ来持の程度の一つの指標と考えてよいほど附係は平行接である。

8. 新梢が濠死すること

新柿と聞きはじめた~!rの阪別はあきらかで友いが， 凍等地に多いとどまっの新樹の

凍死は，精々 1-2cmの科.度予If:X:したものである。凍害をうけた新梢はます=紅費し，間も

なく暗制色となり先端が下車する。 そしてそのまま乾燥し， 1年くらい，またはそれ以上

梢端などに附着して沿り，形も大きいから，凍死した芽より目立っている。しかし，との

紋態で凍死するものより，前に述べたように月4・鱗の聞から，新葉がbやかに現われただ

けで凍死するものがはるかに多しまたとれよりも，護芳ーに先:伝ち，芽が膨んだだけで凍

死するものの}jが多い。そのわけは，季節がすすみ開葉がすすんだとき新柄の凍死が会と

るので，すでに有害た低温があらわれる頻度，すなわち凍害の機合がすくなくたっている

からでるる。

晩O{(;.または初夏のいわゆる溺得は，いちじるしく人の注意をひくととがある。それは

:tJ:外な季節はやれの被害が注意をひくばかりでなく，准がみても一円でわかる被害の欣態

が注意をひくのである。とのようなととは，とどまっの造林地にも時として見るととであ

る。しかし甚・だしい季節沿くれの凍符は度々繰返されているのではなしむしろ珍らしい

出米事でるって，それよりも，あまり日立たたいが，持年繰越されていて被害甚大た芽の

凍害に注意しなければならない。

9. 育ちお〈れの新梢が多いζと

凍号待地では凍死する定~が多く， とれに梓わる不5ii芽がたくさんできて二号史的に護芳三

・するため，時には費芥が夏までつづくととがるる。軸梢や枝そのものまで凍死した場合は

日IJとし，I.東fl干をうけた芽が多いほど不定芽の叢生が多く，また凍害が激しいほど，費莱の

期聞はたがぴ〈。すでに夏になり，晩霜季を無事に絞過し伸長した新梢の色も浪くなった

とき，との貰-を沿ぴた育ち会くれの新梢がたくさんあるのは，可たり目立って奇異の感じ

をいだかせるが，頂芽が凍死した梢頑にはそれがむらがり生え，また，たいてい著しく蹟

弱であるととなどから立ちにそれとわかり，とれによってもちIi害を知るととができる。

4高裁ののち何年もたっている激しい凍害地では，以上の痕跡のすべてが存在すると考

えてよい。 :1P.'.く捕えたあたらしい杭栽地では，もしそとが凍害;地であれば，聞も友〈芽

の凍死が無数に会とるであろう。激害地ではその夏までに，または翠年の夏までに多くの

柿損があらわれ，生きのとったものも複梢とたる傾向をしめL， 結J:J2"，，3年でほとんど

全滅する.郭微な凍等地では，一般にすべての柿類の被害がかるく，また例休によって，

可なり被害の梓ー度がちがっている特徴がある。従って極端な場合には，多くの樹々にほと
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んどOIi容の痕跡なく，いやれもよく育っているなかに，たまたま致命的な痕跡をとどめた

ものが出っている。

A. とどまっ事書遁林地の寅態

1. 濠害の梅況と調査地直

梅況 との造材ぬ血をみて直ちに気がつくととは， 低いJiJioに柿えたとどまっは凍

害のため著しく損われて生育がわるく， Ji:の斜商はだいたい上ほど生育がよいととで 1

-2mも地盤が高くなれば，生育は限にみえてちがっている。そして，地盤が最も低くて

生育も最もわるい地貼から立高で10mほど坂を登ると， それから上の斜面には，ほと

んどIE常な生育がみられたのである。

また他の一つの著しいととは， 東側にある隣緩林》 ととにてうせんからまつの林縁

にあたるとどまっが帯Hえによい生育をとげているととで，それは特に目立っていた。 だ
いたい隣接林に近い部分ほどよく育っているが，林縁をある鈍1灘だけはなれると，地盤の

低い所では，急:に生育がbるくなっていた。

圃 1に，昭和14年の，とれらとどまっの生育欣態の見取闘が記入してある。とれは

また凍特伏態の見取岡で②る。との|制の函;lIJ線はギ.としてとどまっの樹高によった。 丘

の傾の妓も低い所在としめている激害地 (1)は， 新4前-または楠被の後i-12年たっていたに

もかかわらや，樹首iは僚かO.5m内外，得を立てたような複梢木が麟々と散在しているだ

けで， .ft{I:えたとどまっの大部分は肢に消えていたが， 友枯れたままのものも相賞あり，

将来成林する見込みはなく，故もみじめな有様を呈していた。

英字J地σ1)は激等地のまわりの 1mほど高い土地をしめ，激害地よりいくらか仲びて

いるが樹尚は大予をなく，複梢本も，凍死して消えたものも，立枯れもたくさんあって将来

の凡込みはたいが，激害地ほど被害がきわだっていない所でbる。

中害地(1lI)は甚害地のまわりの，更に 1-2mほど高い土地で，とどまっの樹高は 1

m くらい，OIi死したものも可なりるるが，建っているものは先や育つように思われた。尤

も生長は遅れている.

微害地(IV)は樹首:j1.5 m くらい，凍死したものも思占々とあるが凍容は比較的すくなく，

正常にちかい生育をとげている地阪， 最も低い地裁からゐよそ 5-um以上高い斜両をし

めている.

との微害地の更に上部，最低-地掛から必よそ 9-10m以上高い斜面には致命的えに凍害

がなく，必やしもすぐれた生育秋態でないとしても，樹高は大休2m以上，ほとんど無害

といってよい地面がある。

-また|尚にみるように，からまっ林と雑木林の縁ぞいにも，ほとんど無害にちかい生育
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をとげている地帯がある。との隔はあまり蹄くはない。しかも土地の低い~:とろには凍死

したものも混っている。しかしその同じととろに，全域を通じて最も樹高生長のよいとど

まっも混っていた。

との治村'"地にはまた，とどまっと同時に柿[えたどいったうひがるるが， (，渇のように

大体8m以上の斜商に杭えられており，しかもその比較的低い部分は，側方から雑木林の

保護をうけて必札凍警はほとんE認められなかった。

との見取!越は，測量と同時にできるだけ慎重に踏査してえがいたもので、ある。とのよ

うに，とどまっの生育赦態の匝劃紘一一従ってまたその凍害の程度をしめす阪3副総は，林

縁附近を別とすれば，だいたい等尚線と一致する傾向をしめしている。

昭和 14年から引縞き観察した結果，次のような事質もみとめられた。

凍容は治4本地に新布直したはじめの数年聞が特にいちじるししとの時代に凍死した首

木は間もなく腐朽して消えてしまう。とのととは， >>IJ tz:試験によって踏めた事賞ともよく

一致する。

しかしまた 101t'-以上もー肱生存しつづけ，結局凍死してしまうものもある。 とれは

主として，(iIi害が可友りいちじるしい地l極にみられる現象であった。したがってとのよう

な所では，昭和 14年以後にも柿死するものが相常あり，弐第に漣りすくなくなって， 26 

年の再調?貨のときまでに，骨無の蹴態になってしまった地悩もるる。

しかしまた， Z来客のるまり著しくない地隔では，若い時代に凍害をうけ，その傷痕を

のとし，生長も沿くれ勝ちながら，次第に五常な生育をとりも Eして行くものも少くなか

った。

調査地匿とその低気温 との凍帯地のとどまっの生育と被害の欣況をみるため，昭

和 14年のJt'-春，圃 ltz:記入してるると沿り， Aから Gまで7筒所の地l盛をl位指jして毎本

調子正を行った.生育と被害は場所ごとにちがってたり，大きい匝部jは遁賞しないので15m

x15mとし， 6R方形にたっている杭列と一致させたから，各地匝にそれぞれ8x8=64

本のとどまっが厳えられていたはやである。

とれらの地l盛内にはそれぞれ気温の翻測黙がるり，地匝内にない場合は組めてちかい

ととろに観測黒占があった。 したがって各地l盛の低気温は大体わかっていた。

ヨたの去は各地匿に議官する観iJtlJ黙の番蹴と，地上 O.25mでほかった昭和 14年の晩霜

季一一-5Hの最低気温でるる。省rtは紋低気温がO。またはO。以下に降った日で，との月

は11日あった。 l褒 1) 

故も有害でるり，また最も或る場所の低気i且の特徴をあらわす最低気溢の樹によって，

各地匿の寒暖の順をもとめてみると， G， A， D， C， F， E， sの順に，終りほど寒冷である

というととができる。またとれによって，便宜上の寒暖の匝別をすれば， G，A， Dはいす写
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担態暗量計を放置した績の車修造と大きが他とちがっている。* 

G地悩は

とのととを裟暖の傾向として炎に附記した。

寒冷なととろは凍害がいちヒるしくて生育もわるし比較的暖いととろは凍害がすく

Cはそれらの中聞にあるとみて者怯合がよい。

反封に B地匝は最も寒い。

F， E， Bは寒冷，れも割合に暖く，

最も暖かく，

なく生育もよいはやである。生育を調11:した結果も 11ミにそのと沿りであった。

軸捕の芽の凍害2. 

とれをかとむ量生個の側芳三己保護芽する前のとどまっは，軸梢2)の先端に一つの頂芽と，

をもっている。順調に護芽すれば，頂:穿は仲長して軸符jのあたらしい部分となり，側芽は

とのような完全

~形になるととができない。

との凍害地には，軸梢部の凍2与がいたるととろにイ長先する。かつての凍劣は何らかの

軸梢をとりまいて輪生するるたらしい校にたるのだが， '-東主与をうければ，

かたちで、痕跡をのとし，現在の凍努は，頂芽または側芽の 1~費芽，

に凍死しているととにみって直接みるととができるのである。なかにはまた，軸柿の頂芽

または側芽ばかりで友<，軸梢そのものの先端が凍死しているものもある。とれは被害の

また護芽したものが現

甚だしい地匿に多い現象であった.

研究を開始した翌年の 6H811，各地闘について，軸梢の頂J穿と側芽の凍号与を毎木に

護芽は地闘によって多少ちがうが大体5月15f-:l1;C~からはじま

り， 6 H上旬までに，護主婦三すべきものはたいてい費芽を終っていたe 護芽しなかったのは

まや地悩別に，軸頭の頂*も側芽も全部凍死した本敷

反主fl'L頂芽もそのまわりのすべての側芳・も完全に殻芽した本教をあげ，各地阪の総本

しらぺて弐の結果をえた。

ほとんどみゑ凍死したためで・ある。

と，

教から計・算した百分率をそえる。各地函の総本数からとれらを発引いたものは，軸柿の頂

1) 晩翁季における林地の低気温.8頁，観測量hの番;携もこれに記事Rしであるのとおなじである。

2)針葉樹の抽となっている現像(Gipfeltrieb)のことであるが，意味をはっきりさせるためとの文字

をつかった。また紬輸の先機官官を，本館では糊頑といっている。
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芽または側芽のどれかに凍害をうけ，質主fはしたが，すべてが完全な蛍芽をするにはいた

らなかったものでるる。よってとの本教と百分率も記入して褒2をつくった。

A 1 B 1 c 1 D 1-E i -F fG 

言語学蚕刊ljllmlJ
ZZ岩手記イ

19.3 

14.0 

66.7 

100 

炎のと会り，軸闘に長k1.主1棄容をうけているものはどの地阪にもみとめられ，比較的

坦暖地匝もこれを兎れていないととがわかる。ととに B，E， Fの寒冷地固では，縛!/f正教の

卯%以上をしめている。 またJ来守地だけあって，軸頭の芽のすべてが護芳三したものも，

最も温暖なG地匝の 67%をのぞけば窓外にすくなく， B地l誌はもとより E，Fの寒冷地匝

も，完全に殻:穿したものはほとんE無いといってよいくらいである。軸頭の芽の完全凍死

は複楠本をとっくりやすく，とどまっの生育の大きい障害となり，とれが.1-.長生長不良の主

な原因となっている.

.--般に地両にちかいほど低温があらわれるから，軸闘の頂身:も側芽もみな凍死してし

まうよう友ととは，樹前iがひ〈い場合にたしかに多いのだが，地上から相賞の(.1iさにまで

及んでいるととがしばしばあった。各地磁のうち，

比較的温暖1)で凍害がすく念いA，D，G地匿には，

地上2m以上の尚さで頂芽も側芽もみなおIi?Eしたと

どまっが合:i-¥'15本あり， その樹尚一ーナなわち凍

死した軸頭の芽の地上高は褒3のと公りでるった。

とのように，少ない例ではあるが 3m以上4

mにたよぷ肖さにさえ凍害はみられるのでるって，

とれら三つの地匿の 2m以上のとどまっは合計39

本， したがって 15本の凍害はその 1/3以上にるたつ

A輔 ID蝋 IG治医 Ic輔
3.22 4.12 2.71 

2.64 2.81 3.16 2.48 

2.64 2.38 

2.62 2.71 2.23 

2.33 2.16 

2.25 2.23 2.05 

2.12 i 2.ω 

1) ζ の繍で温暖というのは，すぺて是低袋詰制Z耳石いということで， IJ中c葬式1&1ゃ， 11:1の平均気温

がたかいという意味ではない。晩寝季の11中の叙i民がたかいことは，事重要Fを徳選して不利な場合もある。
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ている。とのととは，比較的温暖た地凶で 2m以上に生長しでも，とのi来客地では必十し

も安全でないととを示している。

しかし中庸度に寒冷なC地匝について，枝の芽の凍害を全般的に親祭すれば，だいた

い2mを境とし 2m以下には芽の{J1i害が無敢にあるにもかかわらや，それより上は著し

くすくなくなっている.それゆえC地凶では，だいたい地上 2mくらいをいわゆる矯高と

考えてよい九

非常に寒冷た B地凶や F地阪で， 2m以上に育ったものは皆無の欣態だが，ととの漏

出iは2mよりもっと高いにちがいない. 反重:f1'C，比較的温暖たA，D，Gの各地極では，

2m以上にも凍害はあるけれEも，霜i自iは2mよりもっと低いと将えられる。校の芽の全

般的君主観察は，やはりとのととを謝守けてくれるのである。

との霜高を般物にもとめるととは困難であるとしても，凍警はたしかに地上からの高

さによってちがっているから，前記の資料を更に樹高階日IJI'C検討したのが次の表でるる。

との去は，軸頭の芽が全部凍死したものと，一部分凍死したものをるわせて取抜っている。

a 4 樹高崎IIJ舗煩の芽の積書志.

地区 1 A 1 B I c 1 D 1 E I F 1 G 

2m以上 [ 4 (11) [ [. 6 (円 11側 1的 I . I 7ση 
1-2 m I 16 (幻2'1) I 1 υ的) I 19 (σ仰芦到~) ， 14 (但包 9(ο11η) I 9 (例"向) I 6 (慣虫、

1m以下 [ 1ω9杓川。似1) [ 9 切同) [ 2沼2仰) J 16σ仰1) I 3犯3(明:n) [ 帆，22) [ 6(οH 
計 I 3却9(ゆ回) I 1叩o(ω10) I 4釘7σ刷』り 4剣1(慣府a:f) 4必3(川4品d) I 鎚 tσ例3羽1) I 19 (5町7η〉

同上の百分理解(%)

2m以上 36.4 . 85.7 65.0 100 . 33.3 
1-2 m 69.6 100 79.2 63.6 81.8 1似} 27.9 

1m以下 90.5 100 95.7 76.2 1帥 86.4 42.9 

計 71.0 100 87.0 6o.l 95.6 90.3 33.3 

()内は総本費量 1-畑町~釦1米主績を意味する

とのように，寒冷な B地匿と F地阪では， 1m以下でも，また 1m以上でも，軸顧の

芳:の凍害は非1i;I'C多く 1∞%または90%I'Cちかく， 2m以上に育つととができたいほど，

被害の程度もいちじるしい。その他の地区では，どれにも樹高をますほど凍害がすくなく

なる傾向がみられ， 温暖なA地匿と D地阪では 2m以上と2量れば{J1i害はもはや可なり

すくなくなる。最も温暖なG地匝では 1m以下でもすくないのである。

]) 乙の凍害地の地上高と低朱温の刷係は先に公刊した。 地上2mの最低気温は，地上0.25mより

4.:rc高温なζ とがあった。林地の地表附近に現れる低朱温の観測例.北海道大拳農筆者都練習林研究報告.

]4!f量2覇軍，眼和24年.
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J東E，写本教を合計した百分率は，各地凶の凍害の激しさを知るに都合がよい。とれによ

っても B地凶は最も激しく，反封に G地凶は故も緩和されている.

前の炎は，軸踊の芽に凍害のある:+--1-本を樹高別にかぞえたのだが，軸顧のすべての芽

が渦i止に護芽し，会く凍容をまぬがれているものを樹『お別にすると弐の闘係がある。

要量 5 

地阪 1_ A 一一
| 本殿 % 

3m以上 3 (5) 仰.0

2 -3 m 4 (s) 6(;.7 

1-2 m 

1m以下

7 (宮町 30.0 

2 (~I) 9.5 

()内は総本費量

事質審がt1.い紬棉

D G C 

本殿 % 本重量 % l 本重量 % 

2 じり 66.7 

7け7) 41.2 

8，吉宮 36.4

5 (21) 23.8 

1 (~) 25.0 

13 (17) 76.5 

16 (~) 72.2 

8 (H) 57.1 

1 (η14.3 

6 (2~) 25.0 

1 (2'り 4.4

結果は前の炎と主訟なじととを反!:tの凶iから示して主まり，樹高をますほど安全に護芽し

ている。 2m以上の傾向者と知るため， 2-:~m と，~m 以上にわけでみた。本敢の学分以J~.が

J来客から安全にたる樹高は， A地Mでは 2m以上， D地面五では 3m以上， G地悩では 1m

以-fである。

3. 凍害地の生長

地匪の樹高 とどまっのJ舵与は軸符jの被符がもっとも布袋で，それは尚さの生長に

メミきく影響する。したがっ7亡凍害の持だしいととろでは樹尚がひ<<.茜だ・しくないとと

ろでは比較的たかい。それゆえ樹高は凍等地内の生育の良不良，また被害の程度をはかる

よい尺度になっている。よって各地凶の樹高をくらべてみる。

樹高は測量fI1のロツドを}甘い持オとに調夜した。凍害地のため二叉または二叉以上の複

楠木がたくさんるったが，とのよう念場合は主軸と認められるか，または将来の主軸と疎

想される梢端までの尚さをはかった。しかし軸梢の副都がまったく凍死し，また特るべき

紋もわからないため，凍死した軸梢の先端までの(.~i さを訓1]ったものもるる。

つぎの去は，各地匿に現に生育しているとどまっの本敷，その平均樹両，最大ゐよぴ

故小樹出:j，現住本数から者tiJIIJしたれli損本教をしめしている。枯倒木のなかには現に¥i#iれ

ているものもるり，消失してしまったものもある。消失の原因は，Kョサ写かな例外のほか凍

害とみなして謀bがないと思う。(褒6)

・とのように，主f-均樹高は放も温暖た G地阪の1.72mが故大で，最も寒冷な B地出の

平均O.66mより 1m以上もたかく反っている。 との最も生長不良の B地l誕のほか，裳冷

でí*~守がひどい E:地悩と F 地凶の千均樹出iは，どちらも 1m 以下である。



( 134) 

116 各地匝の樹高 (m)

地甑 A B C D E F G 

寒暖の傾向 殴 最型態 中 暖 型隼 書写 最唆

-平 均 1.48 (¥.66 1.22 1.59 0.91 0.77 1.72 

最 大 4.68 1.14 2.71 4.12 2.02 1.72 3.15 

長主 4、 0.40 o.~よ8 0.32 0.43 0.47 0.26 0.36 

王見寄生本重量 55 10 54 63 45 31 57 

枯tJl本重量 9 M 10 1 19 33 7 

計 64 64 64 64 64 64 64 

樹高階刻本軍主

3m以上 8 。 。 3 

2-3 m 6 。 7 17 

1-2 m 2"J 1 24 22 

1m以下 21 。 23 21 

計 55 10 54 63 
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各地区の千均樹尚の願位は G，D，A，C， E.F， Bだが，各地価の最大樹尚の順位も大

体主まなじで，ただ温暖地匝の GとAがいれ替っているだけでるる。 そしてA地匝の3m

以上のもの5本一一最大 4.68mにたいして，寒冷な B地阪は1.l4mのものがわやか1本

あるだけである.

各地凶の最小樹高をみると， 謹i;fもののち院に 12~.手， 最後に柿品質したものさえ7年も

たっているのに， 山出し常時の荷高(大体O.25mくらい)とどれだけのちがいもないのは

意外である。 しかもまた， 1m以下のものはどの地匿にも相賞るって，凍害がいちばん少

くほとんど無容とみてよい G地極でも 14本(現在本の25%)，D地凶は21本(33%)，A地

凶も 21本(38%)，凍筈が最もひどい B地嵐では現夜の 10本のうち9本(90%)，E地凶に

は 33 本 (73~杉)あるのでるる。 とのように寒冷で凍害のひEいととろほど多いにちがい友

いが，どの地匿にも相常た被害をうけた凍得水をみるのである。

またB地悩の枯損54;本(材{栽み識の84%)，F地匝33本(52%)，E地凶19*(却%)

ゑどと，寒冷主主地匿には枯損も多い.

以上を綜合した大きい傾向として，比較的温暖友 G，A，Dの三つの地l盛は比較的凍害

がすくなく生長紋態もよし Iずなり寒冷君主E，F， Bの三つの地砥はZ乗客が多く生長・紋態も

わるく， C地医はとれらの中聞にあって，各地匿の聞の生長または被害の闘係は，各地匿

の聞の前記の寒暖の闘係とほとんど同じでるるといってよい。

t;.t<;F地l鍾は前の炎のように寒冷で，生長は B地価についで不良である.見取!制(圃
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1)では C地匝と会1I.ヒ中寄極となっているが， それはとの地匝のすぐ下手に土地の隆起

があり，その部分の生長がよかったため中害匿として凶劃線をひいた結果でるる。したが

って， もっと上手に匝割線をひくべきであったかも知れない。そうすれば匝u副総は，いっ
そう等高線にちかづいてくる.

地Eの土量生長 研究をはじめたとき，各地l盛の上長生長は現にどのくらいである

かを知りたいと思った. 首時は被付の後 12年(最後の楠績の後7年)たっていたが，地匝

によっては激しい凍容が依然とじてつづいて沿り，軒微な凍害はもちろんすべての地極に

あらわれていた。

昭和 14年5月，費芽にさきだち前年(昭和 13年)の軸梢の生長をはかった結巣はつぎ

のとゐりであるo iJ¥IJ匙は，前記の樹高の場合と必なじやりかたをした。 ;'p均は谷地匿の現

在本散について計・算している。.7 各地置の上長生長 (m) 
地区 A B C D E F G 

.吸の傾向 唆 最君事 中 殴 • • 侵略愛~ 均 0.12 0.04 0.08 0.11 0.07 0.04 0.14 

最 大 0.76 0.12 0.27 0.41 0.19 0.16 0.43 

本 重量 65 10 M 63 45 31 67 
」

とのように，現在の千均樹高が紋も大きいG地面は，現在の平均生長もまた最も大き

く，反到に現在の樹高が故も小さい B地医は，現在の生長もまた最も小である。全体とし

てみると，比較的温暖で凍容がすくないため，樹高がえきいととろでは，現在，比較的よ

い上長生長がみられ，反到に寒冷で凍害がいちじるしく樹尚の小さいととろでは，現在も

J-.長生長は不良である。 また上長生以-の.11'・均の順位は G，A，D，C， E， F， Bで，とれも

前にあげた順位とほとんE必なヒである。

つぎに各地匝の上長・生長の披kをみると A地I誕の 0.76mをはヒめとして G地悩

の0.43m， D地阪の 0.41mは， 浩u後 12-7年もたっているのだから必やしもよい生長
といわれないが，一肱順調な生長と考えるととも許されるでるろう.しかし寒冷なB地極

は，最大の生長さえ 0.12mにすぎや， E地極も F地悩もほとんどとれと大・設がない. そ

して上長生長の最大の順fl';:は.A， G， D， C， E， F， Bとなっていて，前記の順位の GとA

が持っているだけでるる。

またもとに反るが，比較的温暖な G，A，D地悩の或る制休のさかんな上長生長はー隊

医常であるとしても，地凶全体の-'f-均はそれぞれ 0.14m，0.12m， O.l1mにすぎないので

あるから，決して正常友生長でるるというととができない。とれはとれらの地匝に今もiJ1i

容があり，すくなくとも一部の樹の生長が阻害されているとと乞示している.またB，E，F
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地匝の主f-均が，それぞれ僅か0.04-0.07mであるととは，寒冷なこれらの地凶内のほとん

どすべてが今も凍害に苦しめられている誰擦である。

現在の上長生長は，現雀の千均樹高が大きい地極ほどよいといったが，おなじ地凶の

友かでも，大きい樹ほど一般に生長がよい。それは凍害が地却付近で特にいちヒるしく，

上!ttはとれが緩和されている結果である。 つぎの表は附和 13年の上長-生長を，各地悩に

ついて樹高階別に平均したものであるュ樹高階の 4m以上は 4mをふくみ， ~-4m は3m

以上4m朱浦の意味で，以下とれに準やる。

署長 8 樹高階捌平均上4堅金長 (m) 

一地区 A I B I c 

4m以上 I0.41 (1) 

3-4 m I 0.39附 o.訓) (4) 
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とのように，各地匝とも上f..r.の樹高階段巳}二長生長がよく， ととに A，G，Dのよう

に，比較的i且暖な地面ではとの闘係がはっきりしているが， E，Fのように，袋冷で被害の

甚だしいととろでも，樹高を会せば上長生長もます傾向をみせている。また地極別に主訟な

じ樹高附をくらべてみると，大休に沿いて温暖な地阪の生長がよい。しかし 1m以下の場

合，との醐係はかなり混乱していて，結局どの地匝も大きいちがいがなく，微々たる生長

もいやれも辛うじてつづけているだけである。

4. 濠害まうけたとどまっの形態

各調若干.地百五の軸梢のJ変容や， j二長生長:の欣態等は以上のと必りでるるが， とれらのほ

か，現在の生育赦態を持本に判定し，優劣を，l~めるととをやってみた。尤もとればcl:観的

君主判断でるるし，優劣の段附の限界もはっきりしていないため，大体の傾向を知るにと E

まったけれEも，地l盛別には，やはりはっきり発がるらわれた。不可は近い将来に枯死す

るか，また生存していても，成木の見込がないものでるる。(蜜9)

とのように， 優級の生育をとげている樹がるるのは A，D，Gの温暖地凶で， 反封に

不可級の凍害本は，寒冷な s，F:向島断に沿いて断然多いととをしめしている。

またとのJ来客地には，ニ又またはそれ以上の複柄本が非常にたくさんある。それらの

中には，間もなく枯死するにちがいないもの，今後とも完全な生育は望めないもの，或い

はまた，多少育ち沿くれでも成木の見込が充分なものなど，欣態はいろいろであるが，と
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にかく復符j本の1ii跡をあきらかに止めているものはすべて数え，反安f/'l:，かつての複梢*

も，その痕跡が消えてしまったものは除いて褒 10をとつくった。
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結果はとのとおり複梢本が非常に多く，逆に俊樹木の多いととろは， ~取得地であると

とをしめしている。放も温暖で、凍容がす〈ない G地匿の計 16本(29%)を除けば，比較的

凍害が較微な A，D地l盛でさえ緩樹木は全体の 5096をとえ，その他の凍等地凶では，ほと

んど 80%またはそれ以上でるる。しかも凍l!iがととに激しい B，F地隔では，計 100%，二

叉及び綜錯した二叉以上の複柏木がともに 50%をしめている。

とどまっは琢幹通也で，軸梢すなわち蕊が勢よく f中長-しているととが望ましい。しか

し激しい凍守地では，軸梢の頂身:がしばしば凍死するため;傑梢とたり，二つまたはそれ以

上の教の梢頭がたがいに生長ーを競ったり，またしばしばほとんど上長生長がたく，軸梢の

形はあっても機能をうしたっていたり，その他いろいろた欣態で軸柿不明のものが多くる

らわれる。凍符の如何によってはまたh 全く不明でないまでも，ようやく軸梢らし《推測

できる程度のものもたくさん現れる。とれら不lりjまたは不明瞭なものはもとより，現在の

明らかな軸梢も，はじめからliUじものが，軸怖としてそのまま生育をとつづけるととは，非

常に激しい1*1存地では不可能であるといってよく，傷ついた軸械を補うるたらしい軸柿の

形成がう訟がされるから， 凍害地には軸輔の交替の現象が多くみられ， しかも場合によ

っては，とれをM(iilとなく繰返している。

つぎの炎は各地l~について，軸梢が不明なもの，すたわち蕊がないもの，軸梢がやや
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明らかなもの，すたbち蕊らしいものが認められるもの，及ひ袖梢が明らかなもの，すな

bち蕊がよく:合:っているものに凶別し，持水に調1Eした結果である。また軸梢の交幸与があ

るものは，その [i'l教とカ、かわりなくみ~を教えて附記した

I!Ul ..舗の獄懲

地匝 金〈不明 |やや明らか i 明らか 豊島本軍主 車自給変容

A 3 10 42 55 <J:l 

B 4 4 2 10 10 

C 6 22 26 54 27 

D 9 10 44 。3 21 

E 11 7 27 45 22 

F 16 6 9 31 15 

G 4 7 46 57 19 
一一一一一一

以‘上のタ五
一一一一一 一一一一一

A 6 18 76 100 49 

B “) 40 劉) 100 1似}

C 11 41 48 100 以}

υ 14 16 70 100 33 

E 24 16 60 100 49 

F 52 19 ~ 100 48 

G 7 12 81 1創) 33 

被害が最も報い A，G地隔では，蕊不明のものはすくなく，その明らかなものが著し

く多い。反封に，寒冷な B，F地隔では， .'~1~\I}jのものが著しく多く，明らかなものはす

くたい。軸梢の交蒋も，寒冷地区に多い傾向があらわれている。すべての地阪において，

との交ー持は 30%以上を市め，相常多いととがわかるが， 古い痕跡は消えてしまったもの

があり，賓際はもっと多いと考えてよい。以上は軸柿のととだが，校も同時に凍号与をうけ

凱われている。との結果，校の着生・分校・付1長などがさまたげられ，一般に，分枝が不

整で校張りのすくない，まばらな貸しい樹冠が形成され，脆葉がともなえば一騎貧しくみ

えている。しかし，待献の復梢になったものなどは，不規則に銘・綜した， 1.正い慌た;樹冠で

ある。 B，C，E，F地砥には，とのような樹冠がたくさんあって，一日で異欣に気がつくが，

1ii1ヒ地隔でも，低いととろほど，樹冠の構訟は全体として不良である。

5. 椋織の濠書緩和作用

材、維の保護作用はひろく知られているが，凍字予を緩和する効果は相常はっきりしてい

る。 との凍守地のとどまっの生育は，前記のように斜耐の低いととろほE悪<，ほとん

ど凍死してしまった筒所もあるくらいだが，圃 1の見取|制にもあると治り，からまつの林

維の或る帯J伏地は，ほとんE凍害がないといってよいJiの上と沿なじような生育をとげ，
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非常に11立っている。ただし全くu緯の凍害緩和作月jだけで良い生育をとげているのは，
最も低いせまい或る阪域だけで，ほかの大部分は急:に 1m以上院iくなっているから，林縁

の保護作用と，凍害をすくなくする地盤の商さの影響をうけている。

とれらの事怖をあきらかにする得，材械の板列 16について必要な検討をした。 第 1

列はからまつ林まで約4mで最もちかく，第 16列は最もはなれていて，林部付近ではか

った筒i現在は約33mである。 またi林道にちかい或る一線からはじめ， 6R方形杭のとどま

つをそれぞれの列ごとに数えて行くと， '1-5列は 18-44本日で雑*uにつきるたり，。
-16列は 55本円でといったうひの池村岨に移っている。 とれを防本日で訂切り，各級

列の現在本教と枯損本数(消失したものも含む)はつぎの:炎でるる。枯制のほとんど全部が

凍害によるものであるととは，附近の献況から判断して間違いないつもりである。

a 12 称.0現在本織と枯鍋本.

fl ~羽上1 I二I_~I_41 .~. 1 6 _， 7.__1三r-

正見旗本重量

枯績本軍t

計

M
M
7
凶

現在本望置

枯銀本軍t
計

値7寸10111 
。。
"
d
n
υ

e
O

唱

A

R

O

川

町

叩

山

同

との表をみると，第10列るたりから念に枯捌を弔しているととがわかる。とれは林縁

から 14-15mの距懇で，大体からまっ林の高さにひとしい。.また林道附近では，だいた

い第 16列あたりが，杭ヂIJをみとめるととができる最後の列で， とれよりなお敷米前進す

れば，消失しているものが多し杭列を見出すととは岡難で、ある。

とどまっの生育は，k休からまっ林に近いほどよ<，また地盤が高いほEよい。生

育がよい所は，ととでは勿論凍害がすくない所である。また圃 1のと会り高い所は失第に

からまつ林から遠ざかり，雑木林がとれに持っている。との雑木林も，側方からおIi符緩和l

作用を及ぼしている。

J東容を緩和されている林紘附近の樹治iを， 昭和114年の存に調布した結果は， 前記の

584本のうち， 3m以上に生長したものが83/fえあり，その 16本は 4mをとえていた。つ

ぎの炎はとれを示して必り， 1.主主云列ごとに最大樹前iを附記して参考とLた。
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の
るい 15， 16列には

それらの本3mに主主:したものもない。

教と放火樹自iをくらべてみれば，林総

とに近いほど生長・がよくなっている。

のととはまた，林維をこ述ざかるほど，

凍害のため生長がJ思いととを意味する。

圃6は， :3m以上のとどまっの位

m 

4・>(.J:

~.o-~.~・

世を 11:しく.地闘に記入したもので，林

縁の生育秋態を瓶括的に判断するため

に都合がよい。記入を略した筒所を，

3m以下の 584-83=501本がしめし

ている。右下の部分は凍害のため生tr
株.におけるとどまつの生育116 

とと3m以上のものは，不良で'~うる。

雑木林の;林維で--11すく主主くなっているが，

また多くたっているととがわかる。

に地盤尚 2m以上のからまっ林維に多<， 

地盤的j6m附近の材報で，
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6. 林織のとどまっの生長獄態

林総の生育は，前記のと必りからまっ林の影響をうけている筒所と， 雑木.ft;の影響

をうけている筒所があり，からまっ林の影響は行干存続 1から 15までのとどまっに及んで

いると考えてよいから(圃6参照)，それぞれの列につき，行持続 15までの千均樹高をもと

め，故大樹高主紋小樹正:iその他を附記してつぎの去をつくった。 各州とも本来日本づっ

杭えたのであるが，十MHがあるから現従の本教はすくなくなって必り，樹jt:iの千均はその

現在本だけの千均である o

o 14 からまっ林.の樹高
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とのように，からまっ，f-f-に故もちかい第 1列は，千均樹高が最大でまた最大の生長を

とげた樹があり， 2本のM損を除けば紋小の樹も樹jtliは1mに迷している。一般に，千均

樹r~j と救え樹~'::iは，からまっ，f-f-にちかいほど良い生長をみせているととがわかるのである。

しかし第9列から 10列に移ると，急:に生瓦-がわるくなる傾向をしめしている。 とれはか

らまつの林縁の凍害総和作!討が， U59子11まで相常はっきり働いているというととである。

からまつ材ーからととまでの釦般は約 14-15m， からまつ林の高さは約 14mでるるから，

凍害緩和作IIIの有効iN撃はとの場合だいたい林治:itz:等しい。

第 10事11以下にも，からまつ林の影響が全くないわけではない。第 16YlIは，からまっ

，f-f-から林冶iのが~ 1.51:}はなれているが，微弱ながら有利な醐係はあるらしし 16列以下は

甚だしい凍害をうけている。しかしとの純度では賞際には問題にならない九
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必の5mは5mつぎの表は治なlて場所のとどまつを樹高附別に教えたものである。
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1m以下のものはなく，樹高生長は最も良好，からまっ林第 1列は 5m以上が 2本，

とのそれが凍害の結果であるととは勿論でるる。をはなれるほE樹高生長は劣っている。

10列以下には 3m以上に建し9ダ1)と10列の聞に或る一線の作在をしめして必り，表も，

反到に 1mまたは 1m以下のみ識をまけして現在本の過学教をたものがほとんど無くなり，

しめている。

また地盤がたからまっ林の有利な作用をうけるとともに，との林縁のとどまっは，

かくなっているため右下IJな作用危うけている。圃6のように，林道附近のほとんど平らか

その先はゆるやかな斜面になっな地盤は，第6行ruうたりからjなに 1mほどたかくなり，
その下の千地のとどまっ(第 1-5H)よ

り，全体としてよい生長をとげているととつぎの去のと沿りである。(表16)

との斜面のとどまっ(第 11-15行)'/1'， ている。

とのように，千均樹高は，若干の例外を除けば地盤のたかい右がえきい。最大樹高も

地盤がたか

くなれば低気温は緩和されるのだから，凍害もまた緩和される。

1) 林絡の凍害綬利作用が賓際に有効なJfl.は，株高と略うとしいか，または株高までにいたらぬ距

織と考えるべきでおる。佐キ水準長助放授も，1(地の経験から，樹高の2傍はないというととをカ献して

いる。弟子鳳に於ける臨時遺林事業について.昭和?!l.fJ!.， 80頁. なお詳細は 今岡敬一，晩宥季におけ

る林地の低気温.29頁.

とのような地形では，

したがって樹尚ばかりで

過学教はやはり地盤のたかい方が大きい。最小樹高も，
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とれば雑木林の林縁にあたる行守存続21から 10行づつまとめた千均樹高で，ヲ見"((本で

計算している。また線、平均は，三つの:'1'均樹高から計算せや，・樹高の線、計と現在の総本教

をmいて計算した。
とのように，すべての千均樹尚をくらべてみると， 府州と 9刊のImtc可なりはっきり

した厭別があり，また現従本教にも，従ってまた枯損本教にも 8刊と 9刊の聞にたなじ

ようた凶別がみられる。それゆえとの雑木林の本林象のちIi符緩和作111は，だいたいお列まで

及んでいると考えτょいと思う。雑木林の治iさはからまっ林と主?なじくらいであるのに，

との緩和作用のl誕域がからまっ林よりも狭い主友わけは， 事佐木Hの土地が低く， 1f効た

林尚が低くなっている結果でるる。(圃 1参照)

またとの林緋は，行持続が多くなるほど地盤が高 <fJ:~， 50行日附近では 21行日附

近より 3mも向くなる。そのために凍符が緩和されているととも，支の中にあらわれてい

る。ただし，林緋からはなれれば地盤の隆起がすくなく，また林縁の緩和作川もたくなる

ので， 14列あたりから，どとも同ヒようにあまり良くない成育である。

林縁のとどまっのJ..長生長・は，附和 14年のおの生長をと調脊.しただけであった。調布

a118 株縁の上長全長

| 平均 |最大樹高階 I ，--， I 

4m以上

3-4 m 

2...... 3 m 

1-2m 

1m以下

|(m) Itm) 

0.31 I 0.o6 

0.31 0.84 

0勿 I'0 
0.12 0.29 

0ω.06 I 0.16 

本軍t

16 

67 

150 

193 

53 

したのは前記の 16列で，との績刊とは閥係な<.

すべてを五つの樹高階にわけ， i:点tff木の生長の傾

向をともとめてみた。

結果は前記の七つの地悩の場合と非常に似て

ゐり，ととに 2m以下の樹高Prtについては，ほと

んどたなじ値がでた。一般に，低い樹ほど上長・生

長は阻まれていて，との場合 1m以下のものは，

最大の生長さえ僅か0.16mにすぎない。 従って激しい凍得をうけたとどまっの将来は，

林縁でも希壊がもてないというととになる。

7. 現在の披況

研究をはヒめてから 5年円の昭和19年，ー郊のとどまっに極めてよい影響を輿えて

いたてうせんからまっ林は軍IHのため伐採され， 終戦後の数年にわたって， との凍存地

は全〈放置されていた. 昭和241f.の秋，再び機合をとえて訪れたときは，全域が萌芽と侵

入してきた若い雑木のためにほとんど埋まり， ，林内を歩くととはもちろん，林内を見透す

ととさえ閑維な有械でるった。 昭和26年の存， *，1い除伐が行われたとき，わやがな通路

をつくり最小限度の調1i.を行い，翌c#もまたとれを繕績した。

との結果によると，昭和 14年に造林地を崎夜して目測できめた圃 1の激害と英符の

二つの;地匿のとどまっはほとんど消失し， 細長・い不繋形の弱々しい碕イ長本が，わやか散
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存しているだけでおった。その外側の，かつて徴容と判定した地闘は，散生の傾きはるる

が一眼生育し，無得と判定した地l長では，他の地極と明らかにちがう良い生育をとげても

はや閉鎖している.との生育がよい丘の中腹の斜面と，伐探されてしまった曾つてのから

まっ林の林紘のとどまっは，今日 6-7mになったものが;!tl賞あり，速くからみると，凍

等地凶の雑木を抜きしかも蹄絞としていて，前よりー居目立つ現欣である。

調査地匿附涯の現獄 昭和 141ドにもうけた前記の7つの調布匝は， 靴時戦後の特

別友:t.情もあって手入れがで、きや必要な標識の大部分をうたったため， 26年の調奈のとき，

すべての筒所を前(111と一致させる乙とを不可能にした.また充分な努力もえられなかった

ので，今(111は前(111とできるだけ同じ位置をえらぶようにつとめ，面積も狭くして 6mx6m

とし，前(11)の7地阪のうちの5地阪について調子Hごした.との際も調否定!盛の}j向を級裁の

列に合せたから，それぞれ 4x4:=16本のとどまっが械えられていたはやである。 16本で

ほHiI(u(の 64本に比して非常にすく友いが，大体の傾.向はわかったつもりでるる.

つぎの炎は各地凶の現在の樹高の平均，樹出iの最大，前例とととなり今l司は測れるよ

うになった胸高直慌の千均，その故大を列記したもので，境作本教は凍容の省無，その粍

度にかかわらや現に生育している本数， 村損本教は 16本づっ純えられていたものとして

計算した。その II~には現に枯倒木として建っているものもあるし，消失してしまったもの

もある。

.19 各地匿の全長. 昭和:l6J手骨月 14日調査

地鼠 A B E F G 

平均樹高 (m) 4.78 一 1.95 1.88 5.06 

最大樹高 (m) 8.20 2.94 2.80 6.67 

平均 i虻径 (cm) 6.13 一 3.llO 4.33 6.84 

最大臣E径 (cm) 13.2 4.4 6.0 10.0 

湯本本費量 10 。 4 3 1~ 

給抜本重責 6 16 12 13 4 

とのように，最も凍E怠が著しかったB地凶にはもはや 1本の境イ手本もない。とれは調

抗した[岨械がせますぎるためで‘なく，附近の!/k態もまた必なじととでるる。 Bについで凍

害が著・しかったF地匿には3本の境作本がるるが， ととは標準として成績がよすぎ，ほと

んどんど峰存本がないのが附近の欣態である。 Eも前から成績の語いととろで残存本はわ

やか4本，とれらのひEい凍等地の残存本は生育がわるく，すでに簡閉しているA，D，G

地磁の林水にくらべると，4'-均樹高も最大樹尚も 1/2またはそれ以下であり， また紋もよ

い生長をとげている曾つての林縁木のなかには， との去にはないけれども， すでに 11m

以上の尚さになっているものもあるから， とれにくらべれば 1/3以下にすぎない貧しい生
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長である。

林綾附涯の現蹴' 側方からいちじるしい凍害緩和作!日を:及ぼしていたからまっ林

は，前記のと必り伐られてしまったが， それまでに林維のとどまっは， 安全に育ちうる

までに生長していた。昭和初年の調J慌によると，曾ってからまつの保護をうけたと二与え

られる林縁には，昭和 17年以後にうけた致命的な凍'奔はなく， しかも全体として~と

よりもよい生長をとげていた。ととに林道ぞいの低所から念に 1mほど高〈たっている丘

の屑の附近に，最もよい生長をみるととができた。

非常に目立っている事貨は，林縁のよい生長が，林道平fいの低所では9列目で急:に絡

!l， 10列日から先は，極く生育のわるい樹が数本しか洩っていないととである。尤も丘の

屑のととろでは， 14列まで"Pfゑりよい生育をみせ 15列目から急:にほとんど消失してい

る. しかしとれも 10mほどの問だけで，その先は再び9列目あたりでよい生長が終り，

やがて斜両の高さの影響が大きくあらわれてくる。 とのととは， 12年前の昭和 14年にも

みとめるととが出来たが，今ではー厨はっきりしてきた。

先!tj三は林縁のとどまつを 16列， 1手木に数百本調子正したが，今ド~I は樹前iをまし，また

材d也の大部分が叢林化して作業を悶難にしたので，前砲の方法にi1'iじたIJ、凶i棋の調布で大

休の傾向を知るとととした。

つぎの炎はかつての林縁白とどまっの現献をしめす。 No.10 (幻は低紙温の観測結

No.1Oの近くにもうけた 6mxsmの地域 3，4，5，6ダリの犬々 4本づっ討16本をふくむ。

No.10(旬はとの毘上の丘四日にもうけ，主?なじ杭列に必なじ国llJを=L，ゐ主主ヒ本量生をとっ

たものである。 2主主旨とれと比較するため，観iJllJ恕iNo.ll附近で，第 11，12， 13， 14列につ

いて必なじととをiJIIJった;県結を記入した。

重量 20 林縁のとどまっの生長

一竺の苧~f4f I Nチ.10(竺よ竺1?!?LI-N0.11
平均樹高(tn) I o.o 1 6.42 1.04 

最大樹高 (m) I 8.80 11.ω 1.37 

小均胸高直径 (em) 

最大胸高直後 (cm)

現 :{F.本重量

枯ま質浄;重t
計

6.97 

12.00 

14 

2 

16 

8.~よ6

18.20 

12 

4 

16 

2.ω 

:1.70 

3 

13 

16 

との表を前の表とくらべると， かつてのからまっ林維で，とどまっは紋もよい生長

をとげているととがわかる。 ととに No.10 (同では，高さ 11m，出侭8cmをとえている

ものがあり，凍害地の全域を遠く望むとき，との附近のよい生長ほ特別に日なっている。
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No.llにはただ3本のとっているだけでs 故大のものも1.:幻i汀7m凧，主故走/イ小jト、のものはO

でで‘あつ7たヒ。 しカかBし乙れでも附近のいちばん良いととろでで司， 乙のるたりから B地悩にいたる

蹟い低地にはほとんど痩存本がない。

凍容をうけたとどまっの枯損 この凍害地のうち，寒冷で凍害のはなはだしい地

匿にうえたとどまっは，弐第に凍死しやがてまた樹朽して消えていった.とれは昭和114

年以来の紋初の数年聞に，興味をもって槻祭しつづけたととであった。しかしまた，凍害

の軒.微なところ一ーたとえば丘の頂!にちかい高みやからまつの林縁などでは， 凍死は浩

林後の敷年nllだけで，あとは被害はあっても凍死するととはほとんどなく，弐第に勢をえ
て生長していた。

とのととについて>>ljtc誠験をしたけれども，治林地についてはつぎのような事賞があ

った。それは曾つてのからまつの林縁で行った調査だが， t(56と第7のとどまっの杭列

の聞にもうけた刈梯道をったい，先年の調夜と照し合bせながら，昭和 16年以来のあたら

しい凍~~を調べたととろ，からまつの保護作用で初めから比較的よく育っていた第 1-

9列には該賞するものが全くなかった. 第 10-16列は植木などの費生がいちじるしく，

従つであたらしい凍死水もるるように思われたが極度に見透しがわるく，そのため甚害及

び激守地になっていた:#道に近い低地の部分だけ調べるととにし，それらの杭列をふぐむ

llmx9mを凶劃しつぎの結果をとえた。この匿剖に，はじめは 7x6=42本のとどまっが

秘えられていたは十で、ある(補級官iは別としてL

植 3向] I 10 I 11 i. 12 I 13 I 14 ao 

唱

AP
O
 
唱・A 言『

最初の槌議本軍宣 6 6 6 6 6 6 6 42 

鶏存J転費宣{昭16) 3 3 5 4 .d凶， -也，B 3 23 

グ (1IB26) 1 。 1 1 1 。 。 4 

昭和16年以来の枯視 2 3 4 3 1 3 3 19 

最初の植毅以来の枯領 5 6 5 8 白 6 6 38 

とのように，もと 42本のとどまっは，昭和 16年のぶまでにほとんど字減して 23本

になっていた。 しかもその後も村損をつづけ，現定一一昭和26年にはわやか4本に減じ

てほとんど全滅している.時千手本のうち，第 14列にのとった 1本は尚さ 4.5m(昭和 14年

2.87 m)，他の 3本はどれも 1m内外である。 との特に大きくなったものも，枝張りがす

くない捜せた斡で，梢頑附近は複柿になって沿り，他はー居生育がわるく，近い特米にや

はり枯れるか，精々のとっても不良本にすぎない。従ってからまっから 21m以上はたれ

ているとのあたりに，林縁の保護作月1を認めるととは困難で、ある。
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との逃林地は昭和24ドの新総ののち 5/q三と 7年に柿i析している。去の柿損本教は，

補杭がなかったものとして教えているけれども，賞際は新植ののち数年でた部分が枯損し

て昭和5年の楠績となり，昭和711三にもまた，大部分をこ補倣しなければならなかったこと

が想像される。 従って賞際は42本のうち4本が建ったのではなく，多分とれよりはるか

に多い背水のなかから， t警か4メト;が建ったものとJ言えてよい。

B.事書の試肢

8. 植栽地とその低気温

植栽地・植載の方法 との凍安治村地のとどまっが，現夜の.欣態になった経路を

知るため，あたらし〈荷本を続えて凍害z式験を賞施した。

昭和 14年51'1 11 n，治林地のなかに遁常と沼、われる筒所を 10筒所えらぴ，それぞれ

1.2x 1.2 mを匿割， -車と地下のすべての根を除いてよく耕し，賞時草野生していた).1.1遁の雑

草と，疎生していた萌芽とi植木の類は直接の影響がない程度に刈郷い， 各 10本づっとど

まっ苗を統裁した。 前~は1C.小牧演習;f:-f-で義成した δ 年生，平均前尚 20.4 cm，千均根元

直侭1.04cm，優良1t.-，1古本で、はなかったが，軸梢の完全なものを特にえらんでいる。 Iぷは

千!永で中央に 30cm の/!tl隔を沿いて 4本，そのl前後に必なじ間隔で五の口 κ:~ 本づっ厳え

て合計10本とした。 最も熟練した一人の人犬が，すべてを出来るだけ丁挙に，また沿な

じように椀付けたから，続方による生育の設はほとんどなかったと思う。

昭和 15年{5n 9 I:l，前年続えたものに枯損が現われはじめていたし，また紙~主本主主も
イミj止と考えられたので，前年の箇所につづけていjじ床をつくり，すべて前年とl寸じように

各10本づっ杭えて補充した。 とどまっ前はやはり前小牧演初林義成のδ年生，平均樹高

22.1 cm，平均根元iu筏1.04cm(前年と同じ)， とれでそれぞれ20本づっ10箇所， al.200 

本被えたととになった。

とれらの試験地のうち 7筒所は前記の凍害調子E地磁の中にもうけ，他の 3筒所はから

まつの材維附近にもうけた。~全1:1<たζ1-1叩Om をへだててどのi試式験地にも i鋲t試耐{i滋鋭の観i浪測H則リ紛燃i をもう

けたからふ， 地上0.2お5mの最低完気式i温且と照しaるうわせ主た主がら，健歪金そY泊一}前I
でで、きた。

柏:栽した筒所は圃 ltL記入しであるが.1;主主旨次炎のと沿りで'ifうる。地同は継投地所在

の前記凍害調夜極，試j且観測結はそれぞれの調在磁のなかにあってその気温を代炎し，従

ってまたそれぞれの続法地の気温をも代表する地鄭，距離.は，との翻iJliJ賠から杭裁筒所の

沿よそ中央部までの披鋭距灘である.材維には特にもうけた二つの観測鮎がある.
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繍費量調包ー覧

!観測聖書からの|
| 距鰻 | 

1122 

考備

e 

d 

4 

8 

8 

B 

録湿観測量h

No. 1 

No. 2 

No. 4 

No. 5 

No. 6 

No. 

甑

3 

4 

6 

7 

No. 8 

No.10 

No.10 

No. 11 

A

B

C

D

E

F

G

械
砂

地キ直栽地

a 

b 

e 

f 

g
h
i
-
-

からまっ林から5m，平地

12m， Rの高み
25m，平地

4 

" 10 

" 4 " 

あたらしくとどまっ苗をうえた杭綾地 10筒所のうち， a， b， c， 植栽地の最低気温

d， e， f， gの紋低気温は， ちかくにわる観測賦 No.1， 2; 4， 5， 6， 7， 8の観測値とそれぞれ

表nは昭和 14年5月の翻測依で， 6月は 1日と δ日に弱度の大老がないと考えられる。

省日があっただけなので省略する。前首己の過iJ.No.4の観測法は他と少しちがう。

Iß和 14~5 月

植畿地 a b 巴 d e f g 

地 匹 A B C D E F G 

No.1 No.2 No.4 No.5 No.6 NO.7 No.8 

V. 1 -3.0 -3.7 -3.5 -2.9 -3.9 -3.6 -1.5 

4 -2.2 一3.2 -3.4 -2.0 -3.2 -2.5 -0.3 

8 -1.6 -3.0 -2.7 -2.0 -2.8 -2.6 -0.5 

6 ←1.6 -~.6 -2.8 -]，8 -~.7 -2.3 -0.5 

8 -3.2 ←4.6・ -4.5 -3.1 -4.5 -4.2 -0.9 

10 -0.3 -1.0 -1.4 ~0.2 -0.9 -0.8 十1.1

13 ーーの.，・の“ -3.5 -3.8 -2.5 一3.0 -3.3 +0.4 

14 -5.2 -8.2 -7.6 -5.9 一8.0 -7.5 -3.5 

16 -5.6 -7.0 -7.2 -5.7 -7.1 -6.7 -4.3 

17 -4.2 -5.5 -7.1 -3.9 -5.3- -4.8 -2.3 

18 -3.0 -4.2 -4.0 ←2.8 -4.0 -3.6 -1.4 

CEI平均 -2.92 -4.23 -4.36 ←2.98 -4.13 一3.81 -1.25 

地上O.25m。G最低気温1123 

No.10， 11において翌日年と 16年に施行した.

この時の他の観測麟は No.1， 2， 8の3駄で， 16 (，1'には No.1も観測を中止した。

各観測里占の低気温の:ffl五闘係がわかり，測らなくとも全体の傾向がだいたい推察できたか

とれは

購りの杭棋士&h， jのための観測は，

16 号たの表は昭和 15年と 16年の 5J}の観測flIiで， 15年の 6月は霜日がなく，らである。
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.24 .低気温 'C，穐上O.2om Is和15年 8月

被重量地

地 匝

観測魅 No.l No.2 No.8 No.10 No.11 

v. 1 -9.5 -10.8 -7.2 -10.2 -9.8 

2 -2.7 -3.4 -0.6 -3.1 一3.2

b -5.6 -6.8 -3.1; -6.3 -6.8 

6 -2.l -2.4 -0.6 -~.ó -2.3 

8 -5.5 -6.9 ←3.7 -6.6 -7.1 。 -3.5 -4.5 -1.5 -4.5 -5.0 

10 -5.4 -6.7 -3.1 -6.5 ←6.8 

11 -7.1 -7.9 -5.1 -7.8 -8.1 

.12 -3.1 一3.8 -1.2 -3.5 -3.9 

15 -5.2 -6.0 -2.9 -5.7 -6.5 

16 -2.6 -2.9 -0.6 -3.1 -3.2 

劉} -4.1 -4.7 -1.8 -4.2 -4.6 

21 +0.4 -0.1 +2.3 十0.1 土0.0

24 -3.2 -4.1 -0.1 -3.8 -4.2 

2時 -4.4 -5.1 -2.0 -4.9 -5.1 

.日平均 ~4.24 -o.07 -2.11 -4.84 -5.11 

寝泊 最低調E温。C，地上O.2om 昭和16年 5月

線通量増 b g h 

地 ~ B G 

観測量h No.2 No.8 No.10 No.11 

V. 1 -9.0 -4.8 -7.5 -8.9 

‘2 -3.4 +0.2 -1.8 -2.7 

4 -7.6 -4.5 -5.1 -7.3 

7 -9.5 -6.5 -7.3 -9.6 

8 -1.6 +1.6 十0.2 -0.7 

9 -5.2 -2-.5 -3.7 -4.7 

11 -6.2 -2.8 -4.6 -5.7 

12 -6.8 -4.6 -5.6 -7.1 

13 -11.2 -7.1 -9.6 -10.7 

14 -1.1 十1.6 +0.1 -0.5 

15 -6.7 -3.2 -5.1 -6.4 

11; -10.9 -6.5 -8.9 -10.1 

17 -5.4 -2.2 -3.8 -5.1 

18 -4.8 -1.7 ←3.6 -4.5 

~ -1.7 十0.4 -0.7 一1.4

22 -2.1 +0.7 -1.2 -1.8 

29 -1.2 土0.0 -0.5 -1.0 

31 -2.1 -0.4 -1.5 -1.6 

.日平均 -5.36 -2.35 -3.馴} -4.99 
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年は6月1日に -3.10 まで下り， 9， 10， 14， 16日に， それぞれー1。前後の浦日があらわ

れている。(衰24，26) 

経験によると i章林地のとどまっにi.lR持があらわれるのは浦日のすべてではなし

だいたい -4。以下の霜日である九またとの浩材地のとどまっの芽の凍害は， 5月の上10

からはヒまっているが，ととに 5H 10日ごろから重要た段階にはいっている。 それゆえ

5月10日以後の _40以下の霜日を，特にみIi害日とみて開港いない。 との重要たr-lは，弐

のようにあらわれていた.

重量26 議書目

df- 月 | 日
附利 14 5 

" 1o B 

" 16 B 

l…18 10・11・15・16・20・21・24・26

11・12・13・15・16・17・18

とれらの有害な霜日には， 10筒所の厳栽地のうちどとかに凍害が起っているが，温度

は場所によってちがうから，どとも同じように被害をうけているのではたい.b， e， f， jの

ように，いつも著しく寒冷たととろでは，その都度はげしいi.lR容をうけるとしても，比較

的地暖なととろでは，被害の稗.度がすくないばかりでなく， しばしば被害をまぬかれでさ

えいるのである。 たとえばgに会いて， _40未満の霜日を無得とすれば，昭和 lHドの有

害2主婦日は 5H 16 HIとだ 1日だけで， 15!rドもまた 5H 11日だけ， 16!r1ミも 5月12，t:l， 16 

日の3日にすぎなかった。 しかも温度は，寒冷泳場所より 4
0
前後までたかいととがある

とと(昭和 16年5月13，16 R)炎のと必りである.との結果として， 10筒所の有高裁地は，

はヒめ同じで、あったにもかかわらや，それぞれちがう凍容の容態をあらわすようになった.

iの総裁は，主として aと比較するための補助でるったから，最低気温を漣観しては

からなかった。ととは同凶のとどまっの生育欣況から判断して， aよりも紋低気温がたか

いととが惣像され，それはaよりも-htからまっ林に近いためにちがいなかった。 iはま

た，からまっ林からの距灘はhと大芸たいが， 2m ほど地盤がたかくなっているため， h 

より高温であるととも想像された. しかし iの最低気温をはかったのは傑か輩I!.IIで，とと

に晩省季の観測がなかったのは建念であったが，つぎの例は iその他の観測船の低気温の

相互閥係をよくしめしている。 とれは初多の観測であるが，積書はな(，また地耐の枯草

がー与tiぷのような拡-態すあったから，晩霜季の有4与な漏F1t乙は，丁度とのような低気温の捌

係がるるとみて益支えがないように思う。

1) これは質増の経験温度であるが，同じようなことが他でもいわれてν必。綱領乙丙，新編良業従

象隼， 247-8頁.鈴木治太郎，農業場((11.理事" 118 頁.大後美保，.~朱象遁論， 178 頁.
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1127 .低.温。C，地上O.26m

t l汽10 No.11 
No.1 

S" 

-5.5 

No.2 

b 

No.8 ' 

g 

-4.4 

とのように .iの最低気温は gにちかく aよりも，またhよりも高温である。

9. 濠書の恒温

結唱えたとどまっは，ほとんど会主主じ苗であったのに，わやか2-311ミで，検えた場所

による生育の裳がるらわれた。その原悶が 1:として晩為・季一一特に5}1の凍害によるもの

でるるととは確かである九 v とのととについて，始めはいろいろ疑問をもったが，検討を

かさねた結果，いよいよ開港いがないという確信に挫した。

試験を賞施したli.小牧演習守林の秋は寒冷で， 9 11下旬には氷獣以下の気温がしばしば

あらわれ，現に 21111日の布自殺をした昭和115年の 9H 30日には演得林内の露場で -4.1"，

最も寒冷な級裁地 b(気温観測獣 No.2) は -10.6
0

• に降っている。えれを例外としても，裟

冷筒所の 10Htcは， ，-10。以下の低温がすくた〈も敷日あらわれる。1l1iと 12nの磁場宅
によれば，秋の低温にふれた育ちゐくれの新薬はしばしば業費または赤嵯し，箇所と個体

によっては育ちゐくれたものばかりでなく，針葉のほとんどすべてが貨または赤味を帯

びるとともある.しかしそのために枯れるほどのととはたしあたらしく形成されている

各芽にも，被害をみとめたととはほとんどなかった。

1011かち初多{線三三は沿そい)にかけて，箱桂が形成されるととがある.尤も，どとも

l1l景色主主火山~.:J:で排水!/k態もよいのだから，内部は別として，表土の霜柱がうえたl百本を

抜出したり，棋を露出させたりするととは全くなく，新砂:の年，筒所によって幾分ゆるん

だ根元を，念のために踏みかためたととがるった梓.度であった.ゐなじように，泊三後の

霜柱の害もないのである。

J初~t孝 11.J~のJ:)IIでも，桜:gはたいてい 12Hの上旬，年によってはもっと溢れ，昭

和115年は 12月初日であった。*の温度はいちじるしく低(，悲冷な統裁筒所では 1211 

のうちに _200内外に降り，厳冬季1-2月には -30。をとえる日もでてくる。背水時代の

とどまっは， 厳冬の低誕温tc直接ふれると凍死するとともあるが， 布直結地では， どとも

50cmほどの依豆に保護されて多をすごし， ただ偶然3の上に出た部分Y暢けられたこと

があっただけで、ある。

1) 原岡着陸惇士も，林水，絡に稚菌の被害は，ほとんど晩寝のみによって生ずるとし，平賓の被害は

す〈ないという。森林朱象象， 195頁.
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泊三立は3]1下11Jになる。有責i主地は必ft.ヒように地被を除き土嬢を主露出しであるから，

雲融け頃はどともnTなり深く固く凍結している.雲融水は斜両をすとしづっ流れて低い所

に集まる傾きがるるが， どの有高裁地にもながく停滞するととは君主<，土居のやや多量のJK

も，凍土の融併につれて速やかに吸J伐される。やがて気温は昇りはヒめ，それぞれの杭栽

地の4Hの紘低気温は， -15"を下廻る日がほとんどなくなり，茅鱗にかたく包まれている

とどまっの芽は， 4 i'Jも依然としてほとんど安全で、るるが，やがて有害な511の護芥季が

ちかづいてくるのである。

との凍守地のとどまっの多芽が， おになって膨みはじめるのは5Hの上旬である。

まや日首りのよい高所からはじまり，次第に比較的寒冷な低地にゐよんで行く.年によっ

て多少ちがうが大きいちがいはない。 5J-j 15日ごろは， 放も暖い場所で，芽が綻びるか

綻びないか間際のj伏態になり，新総が目立ってくるのは， 5 Hの下旬から 6]1の-':'IIJの聞

である。尤も，とれは，ととにili林したとどまっのととで，試験にうえたとどまっ荷.の

護芽は，とれよりもすとし巡れる傾きがあった。 昭和 161f.の視察によると，Ii:の小胞に

あって放もあたたかいgのとどまっ20本の千均護芽日は，軸顧の側芽が5月24日，頂芳-

は6H5fi. また材維にbるあたたかい iにたける 20本は，側芽が5月2i[=1.頂芽が6

H 4 fi. またやや土地が高くて比較的あたたかいdの 1i本は， 側芽が6H 4日，頂芳:が

6118円であった. 低気温が最も有害にはたらくのは，冬芽がようやく膨んだ5月10ff 

頃から， 護芥したばかりの新梢がさかんに仲びている 61]のはヒめにいたる大体40l'Iく

らいで，ととにとの季節のはじめ. 5月10日とろからの2週間は，侭温があらわれる頻度

も多<.また低温そのものもきびしいため非常に有害で、ある。

f) H下旬になって護芽しない芽をしらペてみると，膨らみかけた芽鱗のなかで，微細

なま王察がIJ、さく~まれたまま補色を沿ぴて凍死している.寒冷な筒所では， とのように護

芽以前に凍死してしまうものが非常に多かった。 たとえば，附和 16年に観察した，肢も

悲ー冷な航;絞地 b にゐける 12 本のとどまっ市の"I.~均護芽日は， 側芽が6月29日， 頂芽が

6]1 12日で， 側芽と頂芽の護芽の順序が正常の逆になっているばかりでなく， また非常

に沿くれているが，とれば頂芽も側芳-もほとんど殻芽の前に凍死し，不J.S芽が後からたく

れて護芽して米たためであった。

設予f-季にはまた，有符な低気温があらわれるたびに，わやかに綻びた芽，萌えいでヅc

lr~，ょうやく仲長した柿も凍死し，ととに綻びた芽のi.!li死は，膨んだ芽の凍死とともに，

毎年ほとんど無敢にみるととろであった。 との結果はまた s月の上10から iHにかけて

の二次的な不定芽の盛んな護芽となり，またJ束手f地特有の被梢を形成する原閃となった。

夏はまたJ東符をうけた針葉の脆落，凍害をうけた小枝の枯死，衰弱した171.本自体の姑

死をと促進し "i坤114年存の級裁直後からはじまった味符の賓態は， 間もなく続殺の場所
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唆

Z白番線
附 14 目白 16 附 16 II{! 18 昭 26

春 秋 参 史 秋 ー保 真正 秋 春 !i( 務

1 O O O • • • • • O O O O 
‘“ ' O • • • • • • • O O 
日 O O O O O O O • O O O 
4 O • • • O O O O O O O 
5 O O O O O O O • O O O 
6 O • • • O O • • O O O O 
7 O O O O O O • • O O 
8 O • • • • O O O O O O 
9 O O O O O O O O O O O 
10 O × × × × × × × × × × 

11 O O O 。O O O O O 
]~ O O O (コ O O O O O 
13 O • • • • • ~ O O 
14 O • • • • • O O O 
16 O O O O O • O O く〉
HI O O O • • • O O O 
17 O • • • O O O O O 
1R O O O 。O O O O O 
19 O O O O O O O O O 
割) O O O • • • • × × 

No.1 朱温観測量hA 地区a 植殺地
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3 O O O O O O 。• •• • • 4 O O O O O O • • O O O 
5 O • O • O O • • O O O 

O O O • • • • • O O O 
7 O O O O O • • • O O O 
自 O • O • • • • • O O O 
9 O × × × × × × × × × × 
10 O O O • × × × × × × × 

11 O O O O O • O O O 
12 O O O O O O O O O 
13 O • • • • O O O O 
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15 O • • o .・ • O O O 
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地fdl G 書式温観測訟 No.8 

瞬時 | 瞬 ]8

春夏秋|春夏

最峻

O{{ 26 

春

1 O O O O O O O O O O 
-4凶1・ C O O O () O O O O O 
日 O O O O O • O O O O 
4 O O O O O O O O O O 
日 O O O O O O O O O O 
6 O • • • O O O O O O 
7 O O O O O O O O O O 
8 O 。 O O O O O O O O 
9 O O O O O O O O O O 
10 O O O O O O O O O O 

11 O O O O O O O O 
12 O O O O O O O O 
13 O • • • • O O O 
14 O O O O O O O O 
15 O O O O O O O O 
]6 O O O O O O O O 
17 O O O O O O O O 
18 O O O O O O O O 
19 O O O O • O O O 
20 O • • • • O O • 

補設地 h 林緑川健所) 気温.観測量~ No.10 唆

1 O O O O O O O O O O × 
‘2 O O O O O O • O × × × 
3 O O O • • O • • • • × 
4 O O O • • O O O O O × 
B O O O O O O O O O O × 
6 O O O O O O 。O × × × 
7 O O O O O O O O × × × 
8 O O O O O O O O O O × 
9 O O O O 。 O O O O O O 
10 O O O O O O O O O O × 

11 O O O O o -0 O O × 
1~ O O 。 O O O × × × 
13 O O • O O O O O O 
14 O O O • • × 
]5 O • O o 0 ・ • • × 
16 O O O 000  O O X 
]7 O O O 000  O O × 
18 O O O 000  O O O 
19 O O O 000  O O 。
20 O • O 000  O O O 



(158 ) 

パ6秩 121:I ヶ
唆林縁沼(高所}植殺地

昭 15

春夏秋

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

・00
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

・

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

紹 14

春秋 1

o 0 
2 0 0 
3 0 0 
4 0 0 
5 0 0 
(; 0 0 
7 0 0 
8 0 0 
o 0 

1-0 O ・

yi香織

0
0
0
×
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0

・O
・G.
。

0
0
0
0

・00
0
0
0

0
0
0
0

・00
0
0
0

0
0
0
0

・00
0

・。

0
0
0
0

・00
0

・。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

'zd"
“。
i
H
a
'
k
u
u
o
"
4
0
0
0
U
凸
引

唱
且
噌
』
唱
』

'
a
'
E
'
I
'
a
'
A
唱
且
"
“

雪辱No.11 気温観測量h林線3(低所)植畿地

掛
欄香前

B{i 26 

券

1 O • × × × × × × × X × 
-“ ) O O O • • • • • × × × 
3 O • • • • • • × × × × 
4 O O • • • O • • • • × 
5 O O • • • O O • • × × 
6 O • × × × × × × × × × 
7 。O O • • • • • X × × 
8 (コ O O O • • O • × × × 
9 O O O O • • • • • • × 
10 O • • • × × × × × × × 

11 O • • • O • • × × 
12 O O • O • • • × 
13 O • • • • • • • × 
14 O • • • O O • • × 
15 O O O • O • • • • 16 O • • • • • • • X 
17 O O • • • • • × × 
18 O • O O O O O × 
19 O • • O • • • O × 
20 O • • • • • • • × 
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による被符ilX態の段附が，非常にはっきりわかる純度にまで進行した。

絞殺したとどまっの凍脊と生育の調夜は，昭和 16年の秋まで相賞綿絡にまた謹続し

て行い，そののちは昭和118年と昭和初年に行った。つぎの炎は凍害の経過と生育のilX態

を線括的にあらわしているもので、， i東害はあっても一隆:生育の見込みがあるもの(0)，見

込みがないもの(e)，柿死したもの (x)に匝別している。比較的混暖たととろでは， 生育

の見込みがないようにみえても，後に立出るものが相常ある。 まただいたい級裁後2-3

年で生育の傾向はきまるもののようであった。(表28)

10. 植殺したととまっの濠書

軸頭のjfの凍害 IrH手1114-¥1三fiHl1Ji，1O筒所に 10本づっ計1∞1>:のとどまっを

秘えた翌日は都合よく小i~~ ， しかし雨があがった 13日から 1R日にかけて霜日がつづき，

あだかも綻びかけていた無傷の前t工場i特にさらされ， ]4， 16， 17， 1R日の低気温のため被

害をうける結果になった。つぎの炎は軸頭の頂:牙ーと側芽について，護:牙イヰ1長したものと，

すでに凍死して護芽しなかったか，又は護芽してから凍死した芽の教を，相.栽地ごとに示

したものである。

.29 紬碩の券o:.l書 118和 14年春

樋畿地 a b E d e f g h 

5 6 10 9 10 10 9 6 

凍死重量 5 4 。 5 0 。 。 1 4 
項ヲF 凍死計(%) 50.0 40.0 。10.0 50.0 I 0 。 。

10 10 10 10 10 10 10 10 10 I 10 

17 11 16 17 7 14 18 18 10 1 8 

側弁 凍死重量 26 31 30 23 37 27 21 ‘‘、'‘“1・
凍死計(%) 65.2 57.5 I 84.1・ f.5.9 I回.81 55.0 77.3 I 81.4 

43 I 42 46 40 I 44 40 44 43 

c， d， f， g， h， iでは，頂芽の凍死がなかったか又はるっても健かであった。 そのうち

d， g， h，は比較的あたたかい所である。反f.tに，袋冷な b，では 40%凍死した。側:牙・は

どとでも過学教が凍死し，裟冷なととろでは 70%をとえている。 とのように，それぞれ

の板栽地の， i:京特に闘する特徴は最初の主I~からあらわれていたが，年とともにいよいよは

っきりした。

奔しい凍ミ与をうけたTJ{は， との年の夏から秋にかけて弐第に成育不良の徴候をあらわ

し a，d， eに主まいては柿托するものを出すにいたった.しかし間もなく絶望ilX態になった

b， f， j には，まだ凍死するほEの被符がなかった。凍害はあっても，全体としての生育献
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態は iが故も良(， gはとれにヨえいでいた。

昭和1.'>1ド5Jj9R，前年の板j主地に 10本づっ，軸梢に7J1i;与がみとめられない5年生

前を迫力日したから， 10筒所にそれぞれ20本づっ合員1.200本のとどまつを杭えたととにな

った。とれらは前年と沿なじ注意をもって，必なじように杭えつけている。

首時間悦lの浩林したとどまっの芽は，温暖な場所で大きく膨んでいた. liIC絞首.の:見と

は，前年の分もすべてまだ凶かったが間もなくゆるみ， 51126f'1まで繰返してあらわれた

浦日に凍符をうけ，ととに 15，20， 24， 26 I:iの低気温のためなやまされた。(表30)

表 30 紬頭の.の事質審 昭和 15年春

植竺土|三一ibとJ.dと I_fI_~I h I~L_j _ 
i革主要F重量

聯!凍死鐙

l 凍死(%)

l 計

I重量ヲF重責

側芽!凍死鍛， 

l 凍死(%)

l 計

.1 飢 oI必.0I 42.1 
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寒冷なbでは，頂;牙・の 1∞%と側芽の 939援をうしない， fに沿いてもまた頂芽の郎%

と側芽の 77%をうしなっている。 とのような紙態では， もはやI正常な生育を望むととが

.悶難である。乙れに反し，比較的温暖な gでは，頂芽も側:月三も 15%，では頂芽の 15%と

側芽の43%の凍死で危険をのがれている。

この第2年Hには，あたらしく杭えた前が牛分をしめているにもかかわらや，全休と

して見るとき，寒冷な杭栽地の凍符がいちヒるしく ，i且暖な杭栽地のJ来持は緩和される傾

向があらわれている。一面に必いてそれは，前年うえた背水に，第2年日から，秒:栽地の

低温の影響がはっきりあらわれたととを意味する。との秋までに，前年杭栽の分に合計13

本，新械の分tc4本の立枯を生じた。その原閃は凍守による衰弱でるる.

昭和16年の存は夜の気温がひ<<.凍害の必それある 5FJ 10円から 6月16日までに

18Rも霜日があり，ととにとどまっ荷の芳・がふくらみ始めた5月中旬の紋低気温は， bに

沿いて -11.20(13R)と-10.90(16日)に謹:したほE蹴しかった。 背水は続栽後3年日と 2

年日であったから，前年の被符はさらに加東され，母{符の本態は， もはやいたる所で非常

にあきらかになった。(褒31)
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制限の獲の療寄 附利 1

一竺:宇土斗-ibヒ上(上申ぷ|ょ|竺 Ih、Ii I 
6 。 2 8 3 3 15 14 13 3 

凍死量t 3 6 5' 5 7 8 13 9 4 。
項当F凍死話十(%) 57.1 1伺 86.7 53.0 66.7 62.5 25.0 2!l.2 3o.O 75.0 

14 3 15 17 9 8 20 18 20 12 

27 。 9 15 6 10 42 25 32 1 

凍死重責 18 8 Sl BO 20 17 8 28 23 41 

側要fí~死計(%) 40.0 100 77.5 66.7 76.9 63.0 16.0 52.8 41.8 97.6 
45 8 40 4o 26 27 50 53 55 42 

車曲輸の凍死 5 。 b 1 9 9 。 2 。 8 
枯tJ¥(凍死) 1 8 。 2 ‘d凶' 3 。。。 3 

3筒年"i"均

頂芽と側芽のiJIi~巳の百分互利主，全体として前年よりいくらか多くたうているのだが，

jでは特に目立って多くなり， bとj与に放も激しい凍害地であるととを示すようになった。

一万 hの凍死率は前年より目立って少くなり g，と共に比較的凍害が緩和されている

ととを示すにいたったが， とれらの欣態は刷謹のとどまっ造林地の欣態とよく一致して

いる。

との年はまた，軸顧の頂芽と側:!f-のi.Jli死ばかりでなく，軸楠そのものの凍記がるらわ

れており，表のと会り，寒冷な b，e， fではそれぞれ9本づつある.とのような前は枯損の

一歩前にほかならない。炎の扇舟z・と側芽の教は，この凍死した軸梢を除いて教えている。

それにしても側芽の教がすくないのは iAii与のため衰弱しているととを示している.かく

して秋までに，合計31本の柿樹首をと生やるにいたった。

枝の先端の芽の濠寄 凍ミ与をうけるのは，軸梢の芽ばかりでなく，枝の先端の:!f-も

また会えにじととである。軸梢の芽よりも，牧の先端の芽の方がはるかに教が多いから，凍

害地では， との杖の先端の芽の凍容が非常にたくさんある。

昭和 V5年6H 10 n，それぞれの航続地について，とのAA況をしらべてみた。 とれら

の秘栽地には，前に辿ぺたと主まり，前年の1)H 11日にうえたそれぞれ 10本と，調在の 1

箇H前，5n9日にうえた 10本と，あわせて 20本の無傷のとどまつがあるはやであった

が，前年にうえた分は， JiJi'によりすでに凍符にもとづく枯損さえ生じていた。
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調子宝した枝は，前年軸梢に形成された枝，すなめち軸梢の紋上f立におよそ3-4本づっ

輪生している校に限った。 14.1ドにうえた分は，その王手のうちに城容tでかかり，不定芽がと

の最上位の枝を形成しているものもあった。

とれらの枝の先端には 1倒の頂芽と，とれを左右からはさむ2側の側茅があり，るゐ

せて3倒づっ芽をもっている。組めて少数の校は， 3倒の芽のうちどれかが始めから依け

ていたにちがいないが，平がに凍死したものとの阪別が1切らかでなかったから，便宜上，

とれらも凍死したもののなかに鍛えた。 との結果を褒32にまとめる。

a32 織の完備の芽の濠禽

峨箇所|凍死|椴;芽の制限の簸l酋鳩|腕利勝%1 備 考

a 66 50 19 44 56 ! 枯損1本

b 10o 38 14 92 8 。2;年
c 101 34 1 135 4o 18 7o :l5 

d 7o 46 16 54 46 。1本
e 98 43 15 76 24 グ 2本

f 1'04 必 I1加 50 滋} 69 31 

も g 28 1脇 1瑚 1 61 20. 15 

h 97 92 189 63 20 51 49 

37 30 10 41 59 l 他の ]0本吠測
J 97 41 I 138 46 17 '10 30 l枯損2本

あたたかく被符がきわだってすくない gの 15%を除けば， a，のように，比較的被害

が純いととろでも 40%以上が凍死し，被害が湛だしい c，e， f， jでは 70%以上，最も起だ

しいbでは90%以上の凍死である。とれをもっても，校の先端の芳・の凍死が，i，来客地では

いかに多いかがわかるであろう。了Ji本教は姑損と枝のないものを除いて数えた。

表 33 はまた，会たじ資料をと別にまとめ，枝の先端の芽の凍~rr欣態を検討したもので，

すべての芽が凍死した苗の敷， 反到に， 凍死した芽は一つもなく， すべてが費:序した苗

の数，一部の芽は凍死をまぬがれているが， 全休の '}./a以上.が凍死した市の敷をibげてい

る。

とのように，比較的あたたかい h，iでは，枝の芽が全部凍死してしまった苗は 1本も

なく， gではまた 20本のうち 1本にすぎないが，放も袋冷念bでは， 14本のうち 10本ま

で，すべての芽が凍死している。百分率をみると，さを休の傾向がー屠よくわかって〈る.

最初の欄と次の欄をあわせれば， bの 1伺%を最大とし， c， e， jはいす=れも 70%以上で・被

害の大きいととをしめし， 反封に gの 5%とiの 10%は被害がいたって頼いととをしめ・

している。
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表 34はまた，伎の頂芥と側芽のちR死の閥係をしらべたものである。百分率をみると，

それぞれの級裁地によって，それは nTたりちがうが，沿なじ箇所の頂芽と側芽・の凍死~は

nTえにり似ている.百分率の平均を計算しても，頂芽60%，側芽58%となるのである。 し

かしよく見れば，比較的わやかな嗣者・の業に，或る傾向があらわれている。それはあ g，

のように温暖なととろでは側芽の凍死が多<.またb，jのように若-しく裳冷なととろでは

頂芽の凍死が多ししたがって被害も悪質でるるととである。ただし側芽の教は砕穿の2

憾であるから，絶封教では側芽の凍死が常に多くなっている。

よ長生:lI 凍与与をどうけた苗木は，被害の純度によって，形がいちじるしく不整にな

るため，上長生長の測定に無理がとも危いやすいが， まだそれほど不整にたっていない昭

和 14年と 16年に測った結果を一際まとめてみる。

測定の万法は，測定のときすでに枯死している前を先十除いた。頂芽ヵ:護:!f伸長した

ものは問題がないが，頂芽を失ったものについては，頂芽に特る車!t.到の不3i:芳・，優勢拡側

芽，複梢であればその放も優勢たもの等を油常にえらんで測り，場合によっては上生長長

をOとした。平均はそれらの合計を，現存本数で除したものである。ま7己主主大生長は，頂

芽が護:w-して仲長した長さで，側芽や不定芽からは求めなかった。

植主主地 a 

表 35 土長生長(巴m)

b . I c I d I e I f|宮 Ih 
IIR利 14年秋

平均:，~.I 3.7 I .~.~ I 3.0 3.7 7.2 I 5.3 i 
最 大 !731911107!511M|1041103|1131M|64

L(よ!111:|1:!iDJli|1:|!と1
昭和 16年秋

平均

最大

本 重量
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去のと必り，平均生長と故大生長をあわせて二与えれば，だいたいの傾向として， g， h， 

iのように温暖で凍害が緩和1されている場所の生長がよく b，jのように寒冷念場所はそ

の反封になっている。 16(，1ミの千均生長・は，全体として前年よりも減少し， ととに寒冷な b，

fに沿ける激減は，凍ヲ干の激しさを思わせるに先・分である。 eの.Lf-均生長が:Wcmで最大

生長がO.9cmでるるのは，前記のと必り頂芽の生長ーをと測っているためで bの故大生長が
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ないのも同じ理由である。このbをはじめとして cや jの千均生長は，主として側芽や不

定芽から求めており，ほとんど頂芽の生長-からとれを求めたgや iにくらべると， b， e， j 

の樹形はいちじるしく不整でるる。 また 1611三のb，-jの千均生長が1.1cmにすぎないとと

は現在ほとんど生長がなく， 続投後2-3年で， 将来の見込みも最tFゃなくなったという

ととを意味している。

11.費芽の遅滞

護芽季の凍害地のとどまっは，ー肖に蛍芽せや，また一斉に殻穿を沿わらない。 と

とに愛=w-の終りは不整いで圧になっても，まだ育ちゐくれの事~がぽつぽつ蘭えている

ととがある。殻芽は日中あたたかい丘の中肱などからはじまり，寒い筒所はいくらかi揺れ

る傾きがあるが，いやれにせよ，冬芽のうちに凍死した芽があったり， -.1'-開〈ととは聞

いてもやはりi4i死した芳・があったりすると，あたらしい不定身:が形成され，二弐的の護芽

がJ[まで続くことがおとるのでるる。それらの多〈は，肉がうすく形も小さい弱々しい業

をひらくのが常で，秋にはv-霜と晩秋の凍害をうけやすい。頂芽を失った軸到に，頂!fと
なる優勢な不定:穿を愛生することは縦しですくなく，それよりも不定芽がむらがって生じ

遂にt_軸が形成されないととが必とる.

昭和 16年の必から夏にかけて，各砂・栽地のWi;;!えにつき護*1-1を:記録した結果は，は上

の獲芽混滞の闘係をよくしめしていた.それは各地l也のすべての苗木につき，軸梢先端の

頂芽と側:身:の設!f日を記録したもので，側芽は教{闘のうちどれかが故初1<:護i序した日を記

録している。 5 月中 11Jから 9Hの初めまで隔日に航続地を illlll~1L，芽麟がひらき，新薬が

すとしでも滅11¥したHを蛍芽日とした。調?仮本主主は， c， g， h，だけが布施えつけた時とゐな

じ初本づっで， 他は凍死したものがあって減って必り， ととに bの生イr:.¥占.は少なくなっ

ていた。

表36はとの記録を挺にまとめたもので，或る総裁地の否定:w-の始まりは，その続放地の

苗木のうちどれかが最初に護芽した日，護芽の終りは， どれかが最後に議芽した~1，平均

護芽日は，それぞれの荷の護;穿11を千均し光もの，護!f期/U1は，蛍芽の始まりから終りま

での日教で，故タJの日も敷えている.

また嚢37はゐなじ記録から， 季節別に費芽した前本の本教をかぞえでまとめたもの

である。不護=!fの欄には遂に費芽しなかった本車止をあげ，計-は各植i民地の調在本重量，すな

わち現イ手本教であるが，荒T-の瀕死水は除いた。

とのように，昭和 16年の費芽は 5月17Ji，丘の中腹にあって最もあたたかい gの

側芽がひらいたのに始まり，いくらか寒冷な cの頂芽がひらいた711 1611にいたる 2筒11

に必よんでいて，地凶によりそれぞれ特徴があらわれている。一般に，護芽が長びくとと
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I o月補毅地

ろほどJ来得はいちじるしい.

とれも比較的あたたかい村維のhとiの側穿がひらきは

しかし最も惑冷な bの側芽がひらいたのは 6月2日からで，

5 H 21日には，gにつづき，

ヒめている。 とれば gよりも

16日遅れたととになる。

あたたかいgでまた最も平〈切上り，最初の費芽ののちt:l

日目の5月29日には，すべての荷の側芳:のどれかが護芽してしまった。 凍容が非常にす

〈ゑいとの杭栽地は特別なととろで，他のすべての厳栽地の側芽の殻芽の終りは7月4日

とれば諌容がるる誼撮で， 7月にさえたっている混い

との側:Jf-の護芳・の議長りは，

で，大休40日るまりかかっている.

6月も下旬の護芽は定芽が凍死したのちの不定:Jf-であると考えても差

それゆえ bのように費芽のはヒまそれらの生育は忠t>Lくないのが常である。

強芽はもとより，

支えたく，
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りが遅れるとと， また輩芽が長びきすぎるととは，凍害が起っているという悪い知らせで

ある。

費3f日の平均は g の 5 月 24 日'/J~最もはやく b の 6 f1 29日が最もおくれている.

gのように，あたたかく凍害のす〈ないととろでは，与1.<はじまった費芽がまた早〈終り，

費芽日の平均もはやく念る. とれに反し，寒冷で凍害の特に多いととろでは，ほとんどす

べてが不定芽の二共的費芽であるから，蛍3fの開始も絡止も遅れ..!ド均費芽-日も遅れる。

g についであたたかい iの護芽日は 5月27日で，とれも早い。 つぎは a，d， e地匿の6)1

41:1であるから，側芽の千均護芽日の順位はだいたい凍容の順位をしめし，その早いとと

ろの被将は軽<.遅いととろの被害はいちじるしいと言ってよい。

頂芽の護芽が側芽より必くれる傾向は， 表 36，褒37のEちらにもよくあらゐれてい

る.被害甚大.のもを除けば，それぞれの地凶に沿いて頂芽の護芽は側芽よりも数日または

10日以上も沿〈れている九 また褒37のように， 511の後芽は側芽がたゐく， 6 Jlj二4主

期の護芽は頂芽がお沿い。

故初の頂ヲf-の護芽は， 比較的あたたかい林縁h地阪の 51123 Hで， ととでは側芳-が

ひらいたのち 2日で頂:穿もひらきはヒめたのだが， とれはあまりよい傾向ではない.望ま

しいのは，凍容の沿それが去ったとろ一斉に護芽するととでるる。そのよい例はあたたか

いg地凶で， ととで頂芽がはじめて聞いたのは5n 31日であったから， はじめて側芽が
ひらいた5H 17 日ののち 2 遡|瑚 Hにあたり，故後にひらいた 6H20r~ まで，頂芽の殻芽

期間は 21Hであった。 尤もとの最後の分は，不幸にも多少被害をうけた軸楠であったか

ら， もしとれを除けば gの頂芳・の護芽はー臨6Jl8r-1に終っているのであって，その殻

芽期聞は，わやかに 9r-1にすぎないととになるのである。 とれにくらべて iの頂芽の護芽

期!日119nは，少々u:びいてはいるが， これでも他の地極より可なり縦<. 林維のあたた
かいAl(まれた環境でほとんど順調に鼓芽したのである。 これに反し，頂芽の護芽が6月の

なかばすぎから iJ}までも長-びくととは，側芳・の場合と:hなじように，iJli寄があるときの

語い傾向で，頂芽の育ち必くれもまた，生育は思わしくないものである.

頂芽の平均護芽日はと gの6H 4日と 5日から fの6月23日にいたりのほか

c， j， bのように，巡れるととろほどだいたい凍容はいちじるしい.

12. 植栽鼠肢の結果

-結果はl丘ちにあらわれ，ほとんe:hなじ前でるったにもかかわらや，或るものは械裁

の年の夏または秋までに凍容のため姑苑し，或るものはまた凍容のため生育のAA態に異j伏

1) このよ『に項ヲFの量産予F期がお〈れることは，致命的な凍害の横曾をす〈な〈する。 ζ のζ とはft

に注意されている。
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同闘のとどまっ池村崎の凍害がいちじるしく，時存木もすくない所では，続を註した。

同闘が比較的J東省をまぬがれていえた苗木もまたいちとるしい凍主与をうけて年々消失し，

それぞれの続殺地のJ束手干の献況は， fM闘のる所では，棟えた苗木にも凍害がすくない等，

現な(昭和¥26年春)な主量生育している本

林分白紙況と非常に似ている結果をえた.

昭和 14年と 15年の板栽以来.

教と，，*害のため枯死してしまった本教で，参考のため問削の#:分の凍害欣況を記入した.

ー現存本教のなかには，現在生存しているだけで，近い将来に村iれるか，

つぎの表は，

また枯れなく

とも健全な生育は望めないものを含んでいる。

附利2o年春植畿地の現在窓.I!U8 

周囲の株分の状況
... 

III客は.容の総It，生長は多1:おと!J，若干の枯領

官聖書長だしし残fJ:木はほとんどない

中害地，枯績は相官tあり，生長は犬小;不同の傾きがある
徴害地，盟主主主はよいが多少紡績がある

中害地，但し状況はeよりもわるい

酒量書籍だし<，残年木はない
生長真好でまたよ〈そろっている，枯績はまれである，
しかし無舎ではない
生長はよいが不闘があ IJ，また割合に枯視がある
生長瓦好でまたよ〈そろっている，枯績もまれで婦織的
にはgにまさる
B匝客*だし<，残存木はほとんどない

竺空土恒竺|竺竺性竺割
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生存とのように，寒冷で凍容がいちじるしい b，f，に杭えた・前本はほとんど凍死し，

とれに反し比較的i民政な a，d， g，ではするものも健全な生育の見込みはまったくない.

ととに gでは 1本も凍死していない。~J.\i死したものがすくなく，

とどまっは厳栽後の 11-12年聞を， それぞれちがった低気温のなかに生育して現在

その紋も見やすいヰ悦設を， J'.記の現イ手本量生と，wjさの生長に見出すととができにいたった.

つぎの-友は，現イ千本について計算した4主義j樹尚と，現存水中の故大樹高を

あげ，参考のため平均根元l的経と故大棋元i立傑を記入した。大体の傾向として，樹高が低

< 1主僚が;友いととは~Jii符のいちじるしい誰捜で， また泊:j<太いととは凍v.. ;が比較的すくな

るのであって，

その1m

-nTと不可に大別してそれぞれ教を記入した。

ないものはないf'Iだが，過去に被将はあっても現扶から特米の見込みがるるものは可とし，

また現イL本の生育欣態には良いものと語いものがあり，

多少とも凍ミ与をうけ

かったととを示している。

に多くの段附もあるが，

被えたとき見込みがないものは不可とし， 111か不可か判断に苦しむものもー聴可きした。

筒所によっては校張りが不自然に

昭和 19年以後に費生してきたi総本のため，同部が庇略されたととろもあっ

の荷間百:i.~撃は 30cm 内外でそのままになっているから，

なっている。
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たが.hの一部分を例外とすれば， 将来の生育の望みがあるかないかは， ほとんど全く諌

符の税度に支配されている現欣である。

.39 現在の生長獄鎗 Bs和26年春

植設筒所 録大樹高 様平元均直領 I 根最元大i直径 現存柑|生育可 lm河
(m) (m) (m) (m) 

a 0.73 1.1:~ 0.018 0.023 18 18 。
'b 0.68 0.67 0.020 0.0・'1:l 3 。 3 

c 0.61 0.94 0，019 0.023 6 3 3 

d 0.71 0.93 0.019 0.026 16 13 3 

e O.f>4 1.(J9 0，019 0.024 1~ 8 4 

f . . . 。 。 。
g 1.8R 2.65 0.022 0.034 20 19 1 

h 1.03 1.61 0.020 0.0:!8 6 6 。
E 0.90 1.53 0.017 0.025 17 17 。
J 0.4~ 0.42 0.010 0.010 1 。 1 

寒冷で1来持が控'-Lい筒所は，凍死したものが多いために現存本教がすくないばかりで

なく，現作するといっても，ただ生きているだけのものがすくなくない。特に寒冷な b.f. 

jはそのよい例で.fは全部凍死してしまったし.j にはただ1本竣っているだけで勿論駒・

来の見込みはなく.bの 3本の現イ{-'A-:にも将来の見込みはもちろんない。 また樹出iは..:fI(( 

えてから 10年以上たっているのに.jに痩るただ 1本はわやか0.42mで.bの:l:本も平均

O.5Rmにすぎない.反到に.lr.のrfl胞のi匝暖な gでは，凍死したものが 1本もなく，樹尚

の平均1.伺m.紋大は 2.65mtL挫している。樹高は劣るけれども.i胤暖な4林象の iもとれ

と似ている。樹前iの平均がたきい温暖な#維の hの現イ手本教がすくないのは，隣接して費

生した縦一本の庇燃が主な原閃であった。

民験に植えたとどまっの形態 凍守の科二度はちがうけれEも，凍死をまぬがれて

現に姥っているとどまっの形態は 1聡写本特有の形態になっているものが多<. またノト

はI正常な形態だが，よくみるとJ総与の痕跡をとどめているものも相常ある。

その最も典型的な形態は，二叉，三宮Cまたはそれ以上にわかれている複柿で，またた

びたび軸闘が凍符をうけたため，軸梢の交替もくりかえされていた。とれには同ヒ軸梢の

紋が立ちあがり軸となっているものもあるし， また同ヒ軸梢の不3i:芽から新らしい軸を形

成しているものもある. しばしばまた叉，三叉などのうちの或る主軸が凍死して他の

軸がとれに特っているものもある。いやれにせよ，軸到の凍死は前iさの生長をさまたげ，

i自iさの割に也仰が太い.そのほか針葉の脱落，下位の柿れあがり，小肢の新生，その反針

に小牧の疎生なども， ，-京将の結果としてあらわれていた.どの布高裁何所にも， とのような
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とどまっが意外なほE多<.ある筒所では現存*のずべてがそれであった。

10筒所の-wc政地のなかから.f¥:炎的な例をあげる。現存*の形態のあらましのほか，

高さとくらべるため桜元出担を記入した。校張り ~í~;存のほかに，せますぎる市間距般の

影響を大きくうけているから省略，不可は生育の望みがないもの，その教は前の表にでて

いる。激特をうけたbに現有ーしている 3本と.j tz:現有ーする 1本はつぎのとゐりである。

.40 漕白書をうけた形館
舗兼地 官自番綾 樹高

|様子
形 態

(m) 

b 2・ 0.46 0.018 三叉.I由輸は繰越言。し交待，不可

" 品 0.67 0.016 四叉， " グ

" 6 0.61 0.027 IJ IJ グ

J 15 0.42 0.010 ヨ1.叉， グ グ

三叉または阿叉なEのそれぞれり軸は， さらに不規則に分岐しているから待を点てた

ような形になり，とどまっ固布の形は全〈失われている。(園 2)

以上の筒所ほどではないが，な主旨可なり激しい凍zf?をうけた cの6本. eの 12本の現

千(;fcはつぎのとたりである.

.41 申書をうけた形態

植鋼所|叩|樹高|根元雌i 形 態
(m) (m) 

c 1 0.46 0.015 針葉股f存，ほとんど枯れている，不可

" s 0.62 0.023 下校枯死，事自給繰越Eし交軍事
1， 6 0.56 0.022 小枝異様に符生，紬輸繰返し交事事
。 16 0.50 O.oI6 車由檎枯死，樹勢表札不可

IJ 17 0.58 O.oJ6 E兄弟多<.下校はすでに枯死，不可
グ m 0.94 0.024 比較的よ〈伸びているが，綾が偽鳴にすくない

e 4 0.88 0.022 下位に三叉の部分，車直輸は繰返し交符

" 6 0.30 0.020 興費Z的な蜜柑，枯れかけている，不可
グ 9 0.70 0.020 下位にニ叉の部分，車向精は繰越Eし交軍事

汐 10 0.70 0.024 
股重け度，て中伶.より三夫となる，紬給は繰返し変容，枯れ
か いる，不可

" 11 1.09 0.018 具朕がない

" 12 0.71 0.014 股業，輸精不明，不可

1， 13 0.53 0.012 車由檎不明

1， 14 0.72 0.020 輸瀕凍死

グ 15 0.73 0.020 車由檎が受容

グ 16 0.66 0.019 紛顔凍死

" 17 0.47 0.019 グ

" 18 0.35 0.015 奥羽的な夜愉.'不可
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eの4は根元附近が三叉になっていて，その一つが優勢で相軸になっている.eの 10

は根元から3O-40cmJ二から様+fiになっているのである。

最も安全にそだち，現在どとよりも蕊が立ってよく伸びている gにおいてさえ，全体

の1/3にるる 7本の斡に凍害の痕をみる。ただし現存本初本で凍死したものはなく. ，'f'~"r 

はただ 1本である。つぎのような凍容はあっても本質的には無安にちかい。

.42 策審にちかい形態
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0.0~2 下伎に三叉の青草分，上位で事由愉交卒事
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A
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Z

1

1

2.00 

2.12 

2.38 

1.91 

1.61 

2.06 

1.87 

0.92 

1.87 

1.似}

1.34 

1.04 

1.38 

0.90 

0.90 

0.51 

0.025 異状がない

0.028 下伎に大きい二突の宮古分

0.028 異状がない

0.026 下位に大きいご叉の部分

0.025 中伶.にニ叉の部分

0.031 異状がない

0.025 " 

0.021 11 

0.026 " 

0.034 ド位にニ叉の部分，繍檎突事事

0.018 異放がない

0.028 中伎に複輸C部分

0.016 異欣がない

0.018 汐

0.01o グ

0.024 グ

0.012 11 

0.013 グ

0.013 三叉，主繍不明，不可

結 言

との研究は，法科岨t乙沿けるとどまっの凍容の質態~.北梅道一大穆 ，'ii IJ、牧演予~*もの典

型的危I束手f地について研究したものである。とどまっは養ー市中にも凍'奔をうけやすいが，

造林地においてもまた，凍守地の保件をもっところでは凍害をうけやすい.問題の凍得池

村地は，斜而の械にあるひろい問地で，昭和12年に柿.えたとどまっが，治林後12年の昭

和114年の欣態で， 激存地ではすでにほとんど全滅L. ほとんど被害のないととろで・は，

4mまたは 5m以上まで生長していた。

凍害はさまざまな生長障害を及ぼし，また凍5ffの粍度によって障害の科度も奥るから，



( 172) 

とのJ来持地のとどまっの生長欣態は，場所によって相営ちがっていた。 その場所による

ちがいは，地盤の尚さとAFi接な閥係があって，地盤の~j さをませば，比較的温暖になるた

め低気温の有符作用を減じ凍害は綬和されて生長-もよくなっている。したがって最も寒

冷な問地の院は最も棟容がいちヒるしく，生長もまた絞もわるいばかりでなく鮎損を多く

だしている。しかし氏の高みでは，ほとんど凍害がなく恥常た生育をとげて沿り，問所の

院とJÍ:の (;~jみのIlIJに，次第に移っている凍容の段附が存{E した。

生長の場所によるちがいはまた， 地盤の高さの他f'C， 法林地の東側に隣接する #r~~j

14m のてうせんからまっ üと，ならの法林地が雑木~*化した森林の影響があった。とと

にからまっ林の影響はいちヒるしく， その林維に必ける球評の緩和作J1jのため殺害地

の僚件をそなえている場所にさえ，際立ってよい生長があり， ととに， ;4;梓象でしかも地盤

が高いととろには， との凍害地の全体を通ヒて紋もよい生長をとげたととまつがあらゐ

れた.

t;.:抜後7-12"f.を粧過Lた昭和 14年の調脊では， i，綾守地に姥イ子した 10本のとどまっ

の千均樹(.~i O.im，故小のものは僚か 0.3mにすぎなかった。 とれらはすべて奔しい凍符

をうけて極端お:綾梢となり鰻生しているのであって，一年の上長生長ーの千均は O.04m，と

れではほとんど生長がないにひとしく R:矧12s年の調布のときは， とれらも全部枯死し

ていた。 とれに反し，比較的温暖で味得がいちrるしく緩和されている丘の中胞では， 57 
本の平均樹高 1.7m，松kのものは8.2mになっていた。またからまつの林維の，放も生

長がよい部分 15 本の..tl~均樹t.:iは 3.3m，故大は 5.4mであった。 船積126年の調脊による

と，前記のJI:の中脱 12本の千均樹尚5.1m，故大116.7m，また前記の林維に必ける 12本

。千均樹出:j6.4m，設え 11.6mに生長していた。とのように，寒冷な激存地のとどまっは

絶滅し比較的温暖ー念場所では，幼船時代のi.4iV干の痕跡をのとしているとしても，今円安

全に生長をつづけつつあり，とのごつの聞に，次第比移っている生長の段階と被符の段併

が，依然としてみとめられるのである。

J泉寺作の賞態査とたしかめるため， iZi材Jd!の現IR調子iのほか， tit村地内の 10何所に 20本

づっ来持のないとどまっ市をうえ， 紋低気i且の観;WJとfII:行して軸踊のJ東主存在視察した

結果は 3筒年の平均で頂芽の凍死 13-幼%，側芽の凍死28-的%であって， とどまっ

の凍将として最も援要払 しかも激守地ではしばしば致命的なとの術顧の頂芽の凍死は，

比較温暖で凍害が緩和されているととろでは明らかにすく念<(13-20%)， 激害地ではま

た明らかに多い (61-80%). 側芽の凍死はとれほE際立ったちがいは念いが，比較的損暖

地でf>O%内外，激守地でほどとも 80%をとえた。側;停は頂芽より護芽:季が4'-い傾向があ

るため，総体的にみたその凍死は意外に多い。

梢踊の芽ばかりでなく，比較的軍要ではないが校の先端の芽もまた凍死している. こ



( 173) 

の調脊は 1[Iilかぎりであったが， 前記のとどまっ市の， 軸+fiの最上位に輸生している数

僚の校の先端にある非の凍死は，比較的地暖念場所の 15%から，激守地の929磁の聞にあ

り，千均は59%，すなbち午分以上が凍死している。 -f91Jによると，中容地磁の浩材'*カミ

ら持集L'!ヒ4年生会長約 30cmのl軸梢に，合計侃筒の凍死した芽が附着していた。 との

ような欣態で取得地のとどまっの樹形が • j*~;t;:本国有の不務な形rなるのはあたりま

えである。

10筒f'Ji'の杭栽地は，戦下米期以来放置し，杭栽後11年及び12年の昭和26/，ド， 試験

に杭えたとどまっの生育を調脊した。問地の底の激守地では， 20本の大部分が枯損し (1i

-20本)，故も温暖なJi:の中腹ではそのまま全部生イ手した。 ま?と生存していても，激守地

では生育が非常にわるく， .:rl~均樹正:jは O.6m 前後またはそれ以下， 被害がすくなく特に生

長ーがよかった丘の中腹は'ド均1.9mで故高のものは 2.imに述していた。との!u¥態は，林:栽

ののちi-12"1ミの11¥1題のとどまっi1i:.j;木地を， 昭和114"1'に調ftしたときの首長態とほとん

.ど一致していて，常時激持地の'1'，均樹高はlirJtくO.im， JI:の中腹は 1.imであった。

'*ミヰをうけたとどまっは， 同有の痕跡が越されていて， 外観からたやすく判定する

ととができる。'1:な痕跡は，護芥のlEi前または直後に凍死した芽が多くあるとと，復梢が

形成されているとと，軸梢の紋付または小枝の分岐が不繋になっているとと，不定芽の費

生が11立って多いとと， .I'，k・生長がtI1われているとと等である。激zfF地では，とれらの痕

跡が"f三と共にいちヒるしくなる。あたらしい浩#地では，最初にあげた芽の凍死を，特に

詑定;する必要があり，新線"f.の凍死直後の，判定のたやすい時に観察すると・都合がよい。

J来得地の判断に放ものぞましいととは，費芳三季の最低気温を現地でiJlljるととで，とど

まっの場合，_40内外の低気槻があらわれていれば，i:来客の危険があると思わなければな

らや，護芽季にもかかわらや， もしー10。くらいまでも，しばしば降るようであれば， そ

のまま趨林しでもとどまっは生育しないで‘あろう。たとえ附近に気象観測所があっても，

ー聴は現地ではかるととが赴非必要であり，現地の欣況次第で場所によるちがいが大きい

から，ただ1筒所ではかつても不充分なととがるる。 との場合は，油常な量的iPJi'で同時に

はかるととが望ましい。 とのとき，観測の地J~，尚に詑意し，必要な尚さではからなければ

ならや，新.ft(の;場合は，地上0.25m fなが油設でるろう。

本稿はI束手干の賓態をるきらかにするととを努めたため， その漁防法については也接ふ

れなかった。しかしこの研究から，つぎのことは言うととができる。

1. とどまっは，治林地でも凍害にかかりやすい樹稀であるから，その恐れがある所

では，たとえばからまっ，あかえぞまつのような耐寒性樹積をえらぷとよい。

2. 地形に杭窟;し，託つづきの低凹地では，比較的視暖1)な丘の斜面iにとどまっを杭

ぇ，袋冷な低問地には，耐寒性の樹栂を{t(えるとよい。本稿でとりるげた激脊地は，昭和
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]6 {ドやちだもに梢.えかえて一時;成功している。ただし，丘の上がひろい高姦になってい

れは，袋冷な部分があるかも知れない。

3. 凍容の恐れあるととろでは，ひろい特伐而をつくるととを避けた方がよい。

4. 保護林として，前生樹の{米越は有利と考えられるが，i束手子孫防のためには，相常

多く痩さなければならや，できうれば，列献に建すととも考‘えるとよい。

.'). 村維の保護作用を利mするととも有利である。ただし材維の布効距般は，林分の
高さくらいで遣うるから，大規模には，幾僚も帯J/Xに伐採するととが考えられる.凍符にた

いしては，朝日をさえぎる西側林縁が特に有利である。

6. したがって，寒冷な地一右では，人工浩uよりも犬然民新の}jが，無現がなくて自
然であろう。

I. 耐裂性で生長がはやい，1<ととえばからまっととどまっのタIH約:も賀行するとよいo

FJ小牧演脅林では，とれによって特に成績がよいととろがるる。

8. 保刈の}j向も吟味するとよい。

とれらの具体的な方法はな~検討する必要があり，若子の試験も賞施したが， とれら

については稿をあらためたい。

Resume 

The late frost injury of a Todomatsu (Abies Mayriana) plantation was closely investigated 

and coordinated with low temperature measurements. 

On account of the good quali，ty of the timber and the rapidity of growth， Todomatsu 
is planted extensively in Hokkaido， Japan. But damage from frostぽcursquite frequently. 
The effects are sometimes fatal， and if not fatal， they tend to reduce the vigor and quality 
of the tree. Damage begins in earIy May， a low temperature from _4cC may su佑ceto 
do the damage. It injures mainly the swelling and opening buds， especially the killing of 
the sweIling buds of the main terminal shoot demands attention. 

1) 前にす主意したように最低朱i凪が比較的高いことを意味する。


